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本市の人口と世帯数（令和 3 年 12 月 31 日現在）
世帯数 50,938、人口 109,565 人
男性 52,059 人、女性 57,506 人

市ウェブサイト facebook LINE YouTube

◎本紙掲載の講座や催しなどは、新型コロナウイルス感染症の
　拡大状況などにより内容の変更や、延期・中止の可能性があ
　ります。ご了承ください。

みんなで古墳ダンス☆

四天王寺大学教育学部の学生が埴生南幼稚園で出前授業を行い

ました。大学が行う「古墳プロジェクト」の一環で歌やダンス、

クイズを通して、古墳についての興味・関心を高める取り組み

です。園児たちも元気に楽しい時間を過ごしました。
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新型コロナウイルスワクチンの追加（3 回目）接種のご案内

　住民接種が始まります！接種券が届きましたら速やかにご予約を！

　高齢者（65 歳以上）の方は、2 回目接種完了の 7カ月後から接種が可能となります。

6 カ 月 後 か ら
接 種 可 能

原 則 8 カ 月 後 か ら
接 種 可 能

・医 療 従 事 者 の 方
・高 齢 者 、障 害 者 支 援
 施 設 等 の 事 業 者 の 方

・18 ～ 6 4 歳 の 方

3 月1日 の 場 合 2 月1日と な りま す

3 月 2 9 ～31日
            の 場 合

接 種 券 の 発 送 に つ いて
接種券の入った封筒を、２回目接種後から８カ月（※高齢者の方は７カ月）経過するまでにお届けできるよう順次発送
していますが、発送の都合上、遅れる場合がございますのでご了承ください。

集 団 接 種 の ご 案 内

個 別 接 種 の ご 案 内

－ 集団接種の予約はこちらから －
①羽曳野市新型コロナワクチン接種コールセンター
　（予約やコロナワクチンに関する相談）
　☎ 0570-071-105  （平日のみ 9:00 ～ 17:15）　

②市公式 LINE
　から予約

③市ウェブサイト
　から予約

接種券と同封の「追加（3 回目）接種のお知らせ」に掲載している医療機関で接種ができます。
予約等については、各医療機関に直接ご確認ください。

●接種日は、段階的に予約枠を広げる予定です。
●会場には脱着しやすい暖かい服装でお越しください。
※ワクチンの供給状況により、
　中止や変更する場合があります。

集 団 接 種 で は 、
武 田 / モ デル ナ 社 製 ワ ク チン を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 使 用 し ま す！

※1月 4 日 時 点 の 情 報 を もって作 成 して お りま す。

3 月1日と な りま す

高齢者の方

「追加（3回目）接種のお知らせ」についての訂正
実施医療機関に大阪はびきの医療センターを誤って記載しています。申し訳ございませんが接種ができま
せんのでご注意ください。

接 種 可 能 日 の 例

高齢者でない方の接種可能日

記 載 が

※今後、国の方針により、変更する場合がございます。
　詳しくは、市ウェブサイト等でお知らせします。

カ
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大 阪 府 の 実 施 する 追 加 (３回 目 ) 集 団 接 種 会 場 に つ いて

1月下旬より順次、府内６カ所の集団接種会場が設置されます。
詳細については、府のウェブサイト等でご確認ください。

府 ウェブ サ イト

追 加（ ３回 目 ）接 種 で 使 用 するワ ク チン に つ いて （ 厚 生 労 働 省 資 料 より 抜 粋 ）

Q.�武田 /モデルナ社のワクチンは副
反応が強いと聞いていますが大丈
夫ですか。

A.�武田 / モデルナ社のワクチンにおける３
回目接種は、１・２回目接種で用いた量
の半量となります。
　�２回目接種後と比較して、発熱や疲労な
どの接種後の症状が少ないことが報告さ
れています。

（注）接種後の症状のうちリンパ節症は、２回目よりも
３回目の方が多く見られます。

Q.�ファイザー社と武田 /モデルナ社
のワクチンの効果に差はあります
か。

A.�１・２回目の接種では、ファイザー社
と武田 /モデルナ社のいずれも、２回目
接種から約半年後も高い重症化予防効果
（※）が維持されています。
　�ファイザー社と武田 /モデルナ社のワク　
チンの１・２回目接種の効果を約半年間
比較した観察研究では、武田 /モデルナ
社のワクチンの方が、感染予防、発症予
防、重症化予防（※）の効果が有意に高
かったと報告されています。

（※）重症化予防には入院予防を含む

よくあるご質問

接 種 証 明 書 を スマートフォン ア プ リで 発 行 で きま す

新型コロナワクチン接種証明書（英語名：COVID-19 VaccinationCertificate）
日本政府公式の新型コロナワクチン接種証明書アプリです。
日本国内用、海外用の接種証明書をアプリで発行できます。

スマートフォン
・マイナンバーカードが読みとれる端末
・iOS 13.7 以上
・AndroidOS 8.0 以上

そのほか必要なもの
・マイナンバーカードと暗証番号 4 桁
・（海外用のみ）パスポート

利
用
手
順
①

こち ら をご 用 意くだ さ い

ダウンロードやアプリの情報について
はデジタル庁のウェブサイトでご案内
しています。

利
用
手
順
②

ア プ リを イン スト ール

【問合せ】（市役所）新型コロナウイルスワクチン接種推進室　☎072-957-3320（直通）
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　ご結婚、ご出産という人生の節目を迎えられる方をお祝いするとともに、本市によりいっそうの
愛着を持っていただき、今後の豊かな生活につなげていただきたいという気持ちを込めて、羽曳野
市と包括連携協定を締結している四天王寺大学・短期大学のご協力のもと、新しいオリジナルデ
ザイン婚姻届・出生届が完成しました！

　学生の皆さんに羽曳野市オリジナルの『婚姻届』と『出生届』のデザインを募集したところ、婚
姻届44点、出生届25点のデザインが集まりました。素敵なデザインをたくさんありがとうございま
した！

　選考の結果、『婚姻届』は、経営学部経営学科 3
年の三

み

輪
わ

 亜
あ

梨
り

沙
さ

さん、『出生届』は、経営学部経
営学科 1年の土

ど

岸
ぎし

 凛
り

音
お

さんの作品が最優秀賞に
選ばれ、採用されました。

　令和 3年12月22日には、表彰式が執り行われ
ました。写真左が三輪さん、写真右が土岸さん。
　受賞おめでとうございます！

▲羽曳野の特産品いちじく、ぶどう、ワイン。「道の駅しらとりの郷」
　の色鮮やかなアジサイをデザイン。

▲�誉田八幡宮の鳥居、野中寺の中門や、羽曳野の古墳に負けない
ほど大きく成長していく赤ちゃんを表現。

【配布先】 市民課（市役所本館1階）、支所（南恵我之荘3-1-1　☎072-955-0583）
　　　　 平日 9:00～17:30
　　　　 ※�平日の17時30分以降、土・日・祝日、年末年始は市役所地下守衛室、または支所守衛室でも

配布しております。（支所守衛室は9:00～00:00までの配布。）
　　　　 ※市ウェブサイト（QRコード）よりダウンロードできます。印刷してご利用ください。
　　　　 ※ダウンロードする場合は、ウェブサイトの注意事項を必ずご確認ください。

【問合せ】 市民課　☎072-958-1111 オリジナル
婚姻届・出生届

出生届婚姻届婚姻届

羽曳野市×四天王寺大学・短期大学コラボ
オリジナル婚姻届・出生届HAPP

Y！！
HAPP

Y！！

−はびきの　令和 4 年（2022 年）2 月−4
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受講生募集
2022 年 4 月‐6月

４月期

【対　象】　65 歳以上の羽曳野市民（令和 4 年 4月1日時点）
     　※ただし、医師から運動制限を受けている方、ご自身で来所できない方を除く。今回はすべての方が新規者になります。

【申　込】　2 月1日㈫～ 18 日㈮（平日 9:15 ～ 17:00）　LIC ウェルネスゾーンに来館・電話にて申込。
　　　　　チラシの申込用紙に記入。1 人 1 講座(『⑲ LIC まちのほけんしつ』を除く）

【当選発表】　3 月1日㈫～　LIC ウェルネスゾーン入口横・市ウェブサイトに掲載。

※ロコモ予防：運動器（骨、関節、筋肉など）の機能低下などにより日常生活に制限や支障をきたす状態を防ぐ。
※感染症の感染拡大防止のため定員を変更する場合があります。

■プログラム紹介（参加費無料）

■スケジュール表

LICウェルネスゾーン

月 火 水 木 金

午前

①脳活性プログラム
　9:15 ～10:45
　定員15 人

④ラララサーキット
　9:15 ～10:45
　定員15 人

⑥ラララサーキット
　9:15 ～10:45　
　定員15 人

⑭転倒予防クラス
　9:15 ～10:45
　定員15 人

⑩ラララフィット（ロコモ予防※）
　9:15 ～10:45
　定員15 人

⑨ラララフィット（ロコモ予防※）
　11:00 ～12:30
　定員15 人

⑪膝痛・腰痛改善クラス　
　11:00 ～12:30
　定員15 人

⑬骨盤底筋トレーニングクラス
　11:00 ～12:30
　定員15 人

⑦ラララサーキット
　11:00 ～12:30
　定員15 人

⑧ラララサーキット
　11:00 ～12:30
　定員15 人

午後

③ラララサーキット
　13:30 ～15:00 
　定員15 人

⑫フィットネスウオーキング
　13:30 ～15:00  
　定員15 人

⑲LIC まちのほけんしつ　
　13:30 ～15:00
　定員6 人（要予約）

②脳活性プログラム
　13:30 ～15:00
　定員15 人

⑳やさしいクラフト教室
㉑color で明るく元気アップ
　13:30 ～15:00
　定員各15 人

⑰フリーサーキット　
   ①15:15 ～16:00
   ②16:15 ～17:00　
　定員各15 人

⑤ラララサーキット
　15:15 ～16:45
　定員15 人

⑱フリーサーキット　
   ①15:15 ～16:00
   ②16:15 ～17:00
　定員各15 人

⑮ノビ伸体操
　15:15 ～16:15
　定員15 人

⑯Let's 筋力トレーニング
　15:15 ～16:15
　定員15 人

⑲LIC まちのほけんしつ（要予約）　看護師への健康相談、管理栄養士への栄養相談、トレーナーへの運動相談ができます。
　マンツーマンで日頃のちょっとした心身の悩みにお答えします。 ［看護師］第1・3 週目　［管理栄養士］第2・4 週目　［トレーナー］第5 週目
　【とき】 4月6日～6月29日間の水曜日　13:30 ～15:00　【場所】 LICウェルネスゾーン　【対象】 65 歳以上の羽曳野市民
　【定員】 6 人（1 人10 分～15 分）　【費用】 無料
　【申�込】 2 月1日㈫　9:15 ～　LICウェルネスゾーンへ電話・来館にて受付（電話申込も、一度来館し、相談内容を記入していただきます。）

①②脳活性プログラム　
　椅子に座って行うリズム体操。体も脳も活性化させ認知機能向上を
　目指します。
　【月1回：歯科衛生士による咀

そしゃくりょく

嚼力と認知機能向上についてなど】

③～⑧ラララサーキット
　マシンを使った筋力トレーニングと、椅子に座って有酸素性運動のリ
　ズム体操を同時に行います。

⑨⑩ラララフィット（ロコモ予防）
　日常生活の動作に必要な筋肉をしっかり動かし、いつまでも自分の足
　で歩き続けられる体づくりを目指します。

⑪膝痛・腰痛改善クラス
　膝痛や腰痛の予防・改善に必要な筋力トレーニングを行います。
　【月1回：理学療法士による痛みや可動域の評価】

⑫フィットネスウオーキング　
　活動量計を使用して正しいウオーキングのフォームを身につけます。
　天気の良い日は屋外で実施します。

⑬骨盤底筋トレーニングクラス
　ミズノオリジナルツールを使用し、老化と共に低下しやすい骨盤底筋
　にアプローチします。

⑭転倒予防クラス（筋トレ・バランス力強化）　
　ミズノオリジナルツールを使用し、足底のバランス向上や筋力トレー
　ニングを行い転ばない体づくりを目指します。
　【月1回：理学療法士による痛みや可動域の評価】

⑮ノビ伸体操
　骨格体操とヨガのポーズを組み合わせることで、関節の動きをスムー
　ズにし、ストレッチ効果を引き出します。

⑯Let's 筋力トレーニング
　チューブを利用し、体幹や脚力などを強化する筋力トレーニング。
⑰⑱フリーサーキット
　DVD による、マシンと有酸素性運動を組み合わせたトレーニング。
　【1コマ 45 分　準備体操・サーキット2セット・整理体操】
⑲LIC まちのほけんしつ
　1・3 週目（看護師）、2・4 週目（管理栄養士）、5 週目（トレーナー）
　【予約制  10 分～15 分  定員6 人】
文化プログラム
⑳やさしいクラフト教室
　折り紙・紙テープ・廃材などを利用して、作成します。	
　【とき】 4 月1日・15 日、5 月6 日・20 日、6 月3 日・17 日㈮
　　　    13:30 ～15:00
　【講師】 瀧田幸子				 
㉑color で明るく元気アップ！
　�色の効果やイメージを知り、暮らしの中に取り入れて、元気に過ごしま

しょう。カードワークなども取り入れた講座で、コミュニケーション力も
アップしますよ！

　【とき】 4 月8 日・22 日、5 月13 日・27 日、6 月10 日・24 日㈮
　　　　13:30 ～15:00	
　【持物】 筆記用具・12 色鉛筆
　【講師】 Happiness Color 代表 田中真澄

【問合せ】　LIC ウェルネスゾーン　☎ 072-958-0711　／  地域包括支援課ウェルネス推進室　☎ 072-947-3825（直通）

健康づくり・介護予防のため、ミズノが開発したプログラムが体験できます
－ LIC Wellness Zone －

LIC ウェルネスゾーン

≪感染症防止対策ご協力のお願い≫　手指の消毒やプログラムで使用したツールの消毒を、ご自身にて行っていただきますようお願いします。
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公共下水道に切り替えましょう公共下水道に切り替えましょう
　公共下水道は、快適な環境づくりはもちろん、河川や水路、海などの水質保全に大きな効果をもたらします。公共下水道
が整備された区域は、「処理区域」として告示されます。この処理区域内の建築物の所有者は次のことが義務付けられています。
①くみ取り便所は水洗便所に
　下水道法の規定により、くみ取り便所は告示の日から３年以内に水洗便所に
　改造し、その他の生活排水も公共下水道に接続しなければなりません。
②浄化槽はすみやかに公共下水道へ接続
　既に浄化槽を設置している場合でも、すみやかに浄化槽を廃止し、直接公共
　下水道へ接続してください。
③建物の新築
　処理区域内で建物を新築する場合は、公共下水道に接続しなければなりません。
※排水設備工事は、市の排水設備指定工事店でないとできません。
※告示日から３年以内に公共下水道に接続した場合は、助成金や改造資金の斡旋もありますので、問い合わせください。
■ ■ 問問問問 下水道総務課

浄化槽の適切な維持管理を浄化槽の適切な維持管理を
　大阪府では、2 月を「生活排水対策推進月間」と定め、各家庭から排出される生活排水の適
正処理を進めています。浄化槽をご使用の方は、保守点検と清掃にあわせて、知事指定検査機
関（一般社団法人 大阪府環境水質指導協会 ☎ 072-257-3531）が実施する浄化槽法に基づ
く定期検査を年 1 回、受ける必要があります。これら維持管理を正しく行うことにより、浄化
槽が適正に機能していることを確認し、良好な処理水質が確保できるよう努めましょう。
■■問問 藤井寺保健所生活衛生室衛生課　☎ 072-952-6165

3月 6日（日）第３5回　石川クリーン作戦3月 6日（日）第３5回　石川クリーン作戦
やすらぎとふれあいの水辺「石川」の自然を守ろう！やすらぎとふれあいの水辺「石川」の自然を守ろう！

【問合せ】　環境衛生課 /下水道建設課

開催中止となりました
新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため「第 35 回 石川クリーン作戦」は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため「第 35 回 石川クリーン作戦」は
中止いたします。中止いたします。

　市では、ごみを４分別（もえるごみ・もえる大きな
ごみ・もえないごみ・資源ごみ）で収集していますが、
分別せずに出されたごみにより、作業員の負傷、ご
み収集車両や柏羽藤クリーンセンターでの火災、爆
発事故が発生しています。
　また、もえるごみに包丁がそのままの状態で入れ

られ 、清掃作業員が足を負傷する事故も発生して
います。

※�もえるゴミは段ボール箱等に入れず、無色透明袋も
しくは白色半透明で中身の見える袋をご使用くだ
さい。

　今後とも分別収集にご協力をお願いいたします。

【問合せ】 環境衛生課

ごみの分別収集にご協力ください
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古墳グッズの販売や体験コーナーなど。
どなたでも参加いただけます！　

［と　き］3 月 20 日（日・祝）
　　　　 11:00 ～15:00

［場　所］市役所 親子ふれあい広場
　　　　 議会棟下駐車場など

［問合せ］世界遺産課

第4回

きらききらきららシニシニアアきらききらきららシニシニアア 地域包括支援課地域包括支援課
☎ 072-947-3822（直通）☎ 072-947-3822（直通）
地域包括支援課
☎ 072-947-3822（直通）

市 民 公 開 講 座
コロナ禍で落ちた
体力を取り戻そう！
①コロナ禍の自粛と体力低下
②ご自身の体力は？
　筋力のチェック方法
③個別相談会

［と　き］2 月 11 日㈷
　　　　 14:00 ～ 16:00

［定　員］100 人
［対　象］大阪府民
［費　用］無料
［講　師］理学療法士 石川 大輔 氏
　　　　 （運動器ケア しまだ病院）

［申　込］�右上 QR コードから専用
LINE へご登録ください。

［問合せ］羽曳野市理学療法士会事務局
　　　　　メール habikino_pt@yahoo.co.jp

［主　催］（公社）大阪府理学療法士会
［後　援］羽曳野市

介護予防できらきらシニア　～熟年元気教室参加者募集‼～
◦塩についてコース（健康的な塩の使い方）
　［とき］2 月 22 日㈫ 10:00 ～ 11:30 頃　［場所］市役所 A 棟 中東会議室
　［対象］65 歳以上の市民　［費用］無料　［定員］10 人程度（先着順）
　［持物］筆記用具、飲み物、マスク、　眼鏡（必要な方のみ）
　［申込］地域包括支援課の窓口または電話で申し込みください。
　　　　 （2 月 1 日㈫ 9:00 ～）
　※当日の体温 37.5 度以上の方、風邪症状のある方は参加できません。
　※新型コロナウイルスの影響で中止または延期になる可能性があります。

羽曳野市きらきらシニアプロジェクト介護支援サポーター事業
　市内の介護保険施設などでサポーター活動（ボランティア）を行うことに対
してポイントを付与し、たまったポイントを換金できる「介護支援ボランティ
アポイント制度」です。ボランティア活動をすることで、ご自身がより元気に
いきいきと生活することを目的とし、施設におられる方にも元気を与えられる、
みんなでより住みやすいまちにすることを目指しています。

オンライン
開催

« きらプロはじめて講座 »
［とき］2 月 17 日㈭ 14:00 ～
［場所］市役所 A 棟 西会議室
［申�込］羽曳野市社会福祉協議会
　（☎ 072-958-2315）へ電話で申
　し込みください。
※�日程は申込状況や新型コロナウイ

ルスの状況等により、変更となる
場合があります。

« 事業の概要 »
［対象］
　�65 歳以上の市民で右記の「きら

プロはじめて講座」を受講した方
［対象となる活動］
　�市が指定した介護施設などにおけ

る介護支援サポーター活動や高年
生きがいサロンで介護予防事業の
サポーターなど

［ポイントについて］
　・1 スタンプ＝ 100 円
　・�概ね 1 時間の活動につき１スタ

ンプ（1 日 2 スタンプまで）

古墳DEるるる

ファッションショーファッションショー

和太鼓演奏和太鼓演奏 手作りはにわ展示手作りはにわ展示
※写真は、これまでの「古墳 DE るるる」の一場面です。
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題字： 三好 小太郎（書道部 ２年）

　懐風館高校は、平成21 年4 月1日
に大阪府立羽曳野高等学校と同西浦
高等学校が統合されて開校しました。
　羽曳野高等学校と西浦高等学校
は、ともに羽曳野市と深いつながりを
持ちながらそれぞれが特色ある学校
として発展し、政治、教育、企業などの
各界でリーダーとして活躍する多くの
優秀な卒業生を送り出してきました。

　懐風館には、将来スポーツリーダー
として活躍する人材を育てる「スポー
ツユースリーダー専門コース」と、保育

　また、両校とも部活動が盛んで、バ
スケットボール部、バレーボール部、陸
上競技部など全国大会や近畿大会、
各種コンクールに出場する部がたくさ
んあり、当時の表彰状、楯、トロフィー
などは今でも懐風館高校の玄関や記
念室に展示されています。

士・幼稚園・小学校等の教員をめざ
す「チャイルドケアリーダー専門コー
ス」の特色ある２つの専門コースがあ
ります。
　さらに、文系・理系・看護・医療系
の大学への進学や、一般企業への就
職など様 な々進路に応じた「人文系」
と「理数・メディカル系」の２つの系
を設置し、幅広い進路希望に対応する

「学び」を展開しています。
　また、羽曳野市から通学する生徒
が最も多く、約４割を占めています。

　生徒の学校生活の満足度が高く、地
元、羽曳野市や南河内地域に愛着を持
ち、卒業後は地域で活躍することを希
望する生徒が多いことが特徴です。

懐風館高校の歴史

特色ある学び

【学校説明会】　2 月20 日㈰　10:00 ～12:00　※事前の予約は必要ありません。
【問合せ】　　　大阪府立懐風館高等学校　☎072-957-0001
　　　　　　   〒583-0847　羽曳野市大黒776　（近鉄南大阪線「駒ヶ谷」駅から南1.1km） 
　　　　　       ウェブサイト［懐風館高校］で検索

　羽曳野市民の皆
様、いつも懐風館高
校をご支援いただき
ありがとうございま
す。
　懐風館高校は、母

体校である羽曳野高校と西浦高校の
時代から市民の皆様のご支援とご協力
をいただきながら歩んでまいりました。

　現在、新型コロナウイルスの影響に
より、市民の皆様との交流行事を中止
せざるを得ない状況が続いています
が、一日も早くこの状況が回復し、交
流が再開できることを心より願ってお
ります。
　昨年、山入端市長より懇談の際に、

「羽曳野市唯一の高等学校として応援
している。コロナ禍に負けず、魅力ある

学校づくりを進めてほしい。」という激
励のお言葉をいただきました。
　今後も「懐風館PRIDE」をモットー
に、市民の皆様に愛される学校づくり
に教職員一同取り組んでまいります。
　これからも懐風館高校をよろしくお
願いいたします。　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　  大阪府立懐風館高等学校
　　　　　　  　  校長　竹内 伸一

羽曳野市の皆様へ　～校長より～

大阪府立懐風館高等学校 
～羽曳野市唯一の高等学校～

▲ITC を活用した授業

海外高校生との
交流

▲学校周辺の清掃活動

▲

▲クラブ活動の様子

kaifukan-highschool
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　市役所本館南側広場および峰塚公園にてキッチン
カーが試行出店しています。
　2月の出店予定はカレンダーのとおりです。 （出店予
定は変更される場合があります。）

22月月のの出出店店予予定定カカレレンンダダーーキキッッチンカーのチンカーの
 　　　試行出店中 　　　試行出店中！！！！

出店の様子を
随時更新中！
インスタグラムを
チェック！！

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
1 2 3 4 5

6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9

2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6

2 7 2 8

MAUMDAERO

和琴きっちん

【出店場所】

◦MAUMDAERO（クレープ）
◦NOWORKmotor&cafe－（ハンバーガー）

◦和琴きっちん（みたらし団子など）◦PAN HEAD（パン）

◦ICE  KITCHEN  MIKAN（アイス、オムライスなど）

【店舗】

平日・・・市役所本庁
土日祝祭日・・・峰塚公園

MAUMDAERO
NOWORK
motor&cafe－

新型コロナウイルス感染症による影響を受けながらも事業継
続に取り組む中小企業・個人事業主を支援する「がんばる事
業者応援金」の支給額を変更し、申請期限を延長しました。

がんばる事業者応援金
支給額を増額！

【問合せ】
羽曳野市商工会グッジョブ事務局

（軽里1-1-1 LIC はびきの１階）
☎072-958-2331

 「Thanks. グッジョブ・チケット」  「Thanks. グッジョブ・チケット」 ののご使用は ご使用は 22 月 月 2828 日日までに！までに！
　新型コロナウイルスワクチンを2 回接種された市民の方にお渡し
している「Thanks. グッジョブ・チケット」（商品券2,000 円分）の使
用期限は2 月28 日㈪です。
　期限をすぎるとご使用いただけません。お忘れのないよう、市内
の取扱店でご使用ください。

1.羽曳野市内に本社登記がある
または

2.羽曳野市内に事務所や店舗があり、
市内で事業を営んでいる

20 万円 ➡ 30 万円

中小企業
1.羽曳野市内で事業を営んでいる
（事務所や店舗等がある）

または
2.羽曳野市内に住所を有する

個人事業主

10 万円 ➡ 15 万円

　申請方法は市ウェブサイトを
　ご確認ください。

すでに申請済みの場合は、申請された振込先へ
追加で支給します。改めての申請は不要です。

【主な対象要件】　要件の変更はありません
　◦�令和2年8月1日以前に開業し、同時点において営業実績があり、
申請時点において廃業していないこと。

　◦�令和3年8月～9月の月平均売上高が、令和2年または令和元年8
月～9月の月平均売上高と比較し、30％以上減少していること。

　◦�大阪府営業時間短縮協力金、大阪府営業時間短縮等協力金を
受給していない、または受給予定がないこと

　◦確定申告をしていること
　◦税の滞納がないこと（納税の猶予を受けている場合を除く）　等

【申請期限】

令和 4 年 2 月 14日（月）
当日消印有効

和琴きっちん PAN HEAD
MAUMDAERO

NOWORK
motor&cafe－

和琴きっちん
NOWORK
motor&cafe－

NOWORK
motor&cafe－

和琴きっちん
NOWORK
motor&cafe－

和琴きっちん
ICE  KITCHEN  MIKAN

MAUMDAERO
NOWORK
motor&cafe－

NOWORK
motor&cafe－

和琴きっちん
NOWORK
motor&cafe－

和琴きっちん 和琴きっちん
MAUMDAERO

NOWORK
motor&cafe－

和琴きっちん
NOWORK
motor&cafe－

和琴きっちん
ICE  KITCHEN  MIKAN
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・入場には「入場整理券」が必要です。
・入場整理券の配付状況に応じて、早めに相談受付を終了する場合があります。
・長時間お待ちいただく場合やご入場できない場合があります。
・お越しの際は、関係書類や前年分の申告書の控え等を持参ください。
・納付手続、納税証明書の発行および相続税の相談は行っておりません。
・ご不明な点について質問や確認をしていただき、ご自身のスマホまたは会場内 
  のパソコンを使って申告書等を作成していただきます。

[ 開設期間 ] 2月16日㈬～3月15日㈫ ※㈯㈰㈷等を除く（2月20日㈰・27日㈰は開設）
[受付時間 ] 9:00～16:00  ご注意ください！

すばるホール
≪所在地≫富田林市桜ヶ丘町 2 番 8 号
≪�交通≫近鉄長野線川西駅から徒歩 8 分／

南海小金台2丁目バス停から徒歩8分／
近鉄富田林駅からレインボーバス「すば 
るホール」で下車

≪�問合せ≫富田林税務署
　�☎ 0721-24-3281（代表）
　�※自動音声によるご案内です。アナウン

スに従い操作してください。なお、「すば
るホール」会場では、電話による問合せ
はお受けできません。

NN
堺　富田林線

◦医療費控除について
　医療費控除を受けるには、「医療費控
除の明細書」の添付が必要です。領収
書の添付によって医療費控除を受ける
ことができません。※「医療費控除の
明細書」は、国税庁ウェブサイトから
ダウンロード可。

◦年金所得者の申告手続の簡素化
　公的年金等に係る雑所得を有する方
で、公的年金等の収入金額が 400 万
円以下であり、かつ、公的年金等以外
の所得金額が 20 万円以下の場合には、
確定申告が不要となります。
※この場合であっても、医療費控除等
による所得税の還付を受けるための確
定申告書を提出することができます。

感染防止の観点からも、ご自宅から『e-Tax』をご利用ください！
　スマホを利用したe-Taxは、1月から、「スマホ専用画面の対象が拡大」することや「ス
マホカメラで源泉徴収票を読み取る」ことができるようになるなど一層簡単で便利
になりました。
　e-Tax を利用した確定申告には、「マイナンバーカード」または「ID・パスワード」
が必要です（スマホはマイナンバーカード読取対応の機種に限ります。）。「ID・パス
ワード」は、本人確認書類（運転免許証など）をお持ちの上、お近くの税務署で発
行してください。※㈯㈰㈷除く
　e-Tax 以外の方法で申告書を提出される場合は、郵送または税務署窓
口へ直接お持ちください。作成済みの申告書は、2 月 15 日以前でも提
出できます。

～　申告書作成会場での感染症対策にご協力ください　～
①ご来場される際は、マスクの着用をお願いします。
　（マスクを着用されていない場合、入場をお断りする場合があります。）
②咳・発熱等の症状がある方や体調のすぐれない方は、入場をお断りします。
③筆記用具は用意していませんので、ボールペンや計算器具をお持ちください。

◦問合せ
「確定申告書等作成コーナー」の使い方
（事前準備、送信方法、エラー解消など）
■ ■ 問問問問 e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
☎ 0570-01-5901（全国一律市内料金）

［受付］㈪～㈮ 9:00 ～ 17:00
※㈯㈰㈷・12 月 29 日～ 1 月 3 日除く

消費税のインボイス制度
（詳細は国税庁ウェブサイト
「インボイス制度特設サイト」から）
■ ■ 問問問問 消費税軽減税率電話相談センター
☎ 0120-205-553（通話料金無料）

［受付］㈪～㈮ 9:00 ～ 17:00 ※休祝日除く

マイナンバーカードをご利用になる場合
の IC カードリーダライタの設定など
■ ■ 問問問問 マイナンバー総合フリーダイヤル
☎ 0120-95-0178（通話料金無料）

［受付］㈪～㈮ 9:30 ～ 20:00
　　　  ㈯㈰㈷ 9:30 ～ 17:30

上記以外　■ ■ 問問問問 富田林税務署　☎ 0721-24-3281（音声案内に従い番号を選択してください。）　［受付］㈪～㈮※㈯㈰㈷除く
「0」 確定申告に関する問合せ（確定申告電話相談センター）
　　※ 3 月 15 日まで

「1」確定申告以外の一般的なご相談（電話相談センター）

「2」その他の問合せ（税務署職員）

「3」消費税の軽減税率制度に関するご相談（電話相談センター）

◦令和3年分の申告期限、納期限等について
税目など 申告および納期限 口座振替日

申告所得税および復興特別所得税 3 月 15 日㈫ 確定分  4 月 21 日㈭
延納分  5 月 31 日㈫

個人事業者の消費税および地方消費税 3 月 31 日㈭ 4 月 26 日㈫
贈与税 3 月 15 日㈫

・国税は、申告した税額等に基づき納税者ご自身で納付の期限
  （納期限）までに納付していただく必要があります。
・詳細は、右記 QR コードからご確認ください。 国税庁ウェブサイト

「国税の納付手続」

申請書作成はこちら→

富田林税務署
からのお知らせ 申告書作成会場は「すばるホール」

2月16日㈬
～開 設～
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≪新築・増築家屋の訪問調査≫
　新築・増築された家屋の固定資産税
額を算出するため、訪問調査を行って
います。家屋全体（収納スペースを含む）
が調査の対象となりますので、ご理解
とご協力をお願いします。
　なお、登記申請をされずに家屋を新
築・増築・取壊したときは、届出書の
提出が必要です。
※訪問調査は、事前に日程を通知した
上で、身分証を携帯した評価補助員（税
務課職員）が行います。不審に思われ
たときは、身分証を確認していただく
か、税務課までお問い合わせください。

【問合せ】税務課 固定資産税担当

≪市・府民税の申告≫　令和 4 年度の申告受付を行います。感染症拡大防止の
　　　　　　　　　　　  ため、申告書の提出は郵送でのご協力をお願いします。
　［受　付］2 月 16 日㈬～ 3 月 15 日㈫　※㈯㈰㈷を除く
　　　　　 9:30 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 16:30
　［会　場］市役所本庁 1 階ロビー
　［郵送先］〒 583-8585　誉田 4-1-1　税務課市民税担当 宛
　　①申告に必要な書類等を必ずご持参ください。
　　　（例）給与・年金の源泉徴収票、生命保険等の控除証明書
　　②医療費の申告をされる方は合計額計算および明細書をご準備ください。
　　※�市・府民税に関連した各種証明書発行や、国民健康保険証・後期高齢者医療被

保険者証などの交付、介護保険料・保育園および幼稚園の保育料の算定などに
申告が必要です。また、申告書が届いた方で前年中に無職、無収入の方も申告
にご協力ください。

　　※�上場株式等に係る配当所得等および譲渡所得等の課税方式選択が所得税確定申
告のみで申告手続きが完結するよう簡素化されました。詳細は、市ウェブサイ
トをご確認ください。

　　※�ご自身で作成された確定申告書は、市・府民税の申告期間中、市役所本館 1 階
ロビーの受付会場でお預かりし、富田林税務署へお届けします。

◦申告が必要な方
　�本市在住（令和 4 年 1 月 1 日現在）で、前年中に所得があり、税務署の確定申告書

提出義務のない方や勤務先から給与支払報告書が提出されていない方。
　（例）・2 カ所以上から給与の支払いを受けていた方。
　　　・公的年金受給者で年金以外に収入がある方。
　　　・公的年金受給者で各種控除を受けようとする方。
　※�ワンストップ特例制度を適用されている場合であっても、医療費等があり申告を

行う場合は、ふるさと納税寄付分（ワンストップを含む）も併せて申告する必要
があります。

◦市・府民税申告書
　前年中に申告をされた方に令和 4 年
度市・府民税申告書を順次発送いたし
ます。 （申告書は、市民税窓口・支所・
申告会場・市ウェブサイトからダウン
ロード・郵送でも取得できます。）
また市ウェブサイトより市・府民税申
告書が作成できます。詳細は「羽曳野市 
税額シミュレーション」と検索してご
覧ください。

【問合せ】税務課 市民税担当

≪バイクや軽自動車などの異動申告≫
　軽自動車税は、4 月 1 日現在登録されている所有者（使用者）に課税されます。バ
イクや軽自動車などを廃車・名義変更するとき、所有者（使用者）が転出するときは、
表の区分により手続きをしてください。（4 月 2 日以降に廃車や名義変更により譲渡
した方は、令和 4 年度の軽自動車税がかかりますのでご注意ください。）
※�市への手続きで必要書類がご不明な場合は、市ウェブサイトをご確認いただくか、

税務課までお問い合わせください。
※�盗難にあった場合は、ただちに警察署へ盗難届を出すとともに、市役所税務課にも

届け出てください。
※ �3 月下旬は大変混雑することが予想されますので、余裕をもってお手続きください。
申告区分 受付場所 必要な書類など

原動機付
自転車
など

市役所税務課
（本館 1 階 8 番窓口）

申告済証・ナンバープレート・譲渡証明書（名
義変更の場合）・届出者の本人確認書類・委任状

（同一世帯員以外が申請する場合。同一世帯でも
転出している場合は委任状が必要。）

軽二輪
小型二輪

など

近畿運輸局 大阪運輸支局
和泉自動車検査登録事務所
（和泉市上代町官有地）

☎ 050-5540-2060

左記事務所にお問い合わせください。

軽自動車

軽自動車検査協会　
大阪主管事務所和泉支所
（和泉市伏屋町 1-13-3）

☎ 050-3816-1842

左記事務所にお問い合わせください。

※一部の三輪・四輪の軽自動車については、令和 4 年度から税額が変わる場合があります重課等）。
　詳細は、市ウェブサイトをご確認ください。

【問合せ】税務課 課税総務担当

申告会場では、新型コロナウイルス
感染症等による感染拡大防止の観点
から感染症対策（検温の実施、消毒
液・パーテーションの設置等）を実
施します。申告会場へお越しの際は、
感染症対策（手洗い、マスク着用等）
にご協力ください。また、申告会場
でのコロナ禍による「3密」を回避
するため、ご自身
で作成していただ
き郵送による申告
にご協力ください
ますようお願いし
ます。

市府民税、軽自動車税の申告など
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市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

　出生直後の新生児や乳児の胃内の pH は中性に
近く、徐々に低下し 3 歳児ごろになって初めて成
人の胃内の pH（1 ～2）に達します。乳児期の中
性傾向の胃内で吸収率が上がる薬物と酸性の環境
下で吸収率が上がる薬物があります。また、新生
児や乳児はアルブミンなどの血漿タンパク質の血
中濃度が低いという特徴がありますが、薬物とア
ルブミンとの結合は薬物の効果に大きく関係する
ため注意が必要です。体重あたりの体内水分含有
量は成人で約 60％、新生児で約 80％、生後 3
カ月の乳児で約 70％といわれており、薬物分布・
組織移行は年齢により差が出てきます。

　これらのことから新生児や乳児に薬物を使用し
た際は、身近にいる方々の観察が大事になってく
ると思われます。

　　　　　　　　   　　  聖寿堂薬局　佐々木清尚

新生児と乳児の薬物分新生児と乳児の薬物分布布・・組織移行組織移行 　鍼刺激での老年症候群対策の一つに認知機能低下
予防対策があります。
　鍼刺激による脳血流増加により認知症周辺症状
の軽減、うつ症状の改善、軽度認知障害（MCI）
や抑うつ状態の改善が期待されます。
　使用する鍼は主として「擦過鍼」と称する鍼で、
身体各部の皮膚上を軽微に擦過していく方法です。
具体的には、四肢（特に前腕の掌側・背側各経路
に沿って行い、手掌は体幹側から指先に、手背は
指先から体幹へ）、次いで左右眼窩上縁内から外
へ、頭部は順次、側頭部は耳に向けて、前は頭頂
部から額に向け、後ろは頭頂部から項に向け、更に、
肩部と脊柱部から肋骨の向きに合わせて上から下へ
というふうに軽く擦過します。足の浮腫、膝痛があ
る時は下腿部にも実施します。当然、皮膚の状態に
より刺激不可能なケースがあります。

（はびきの鍼灸マッサージ師協会）　☎ 072-958-5764

   【問合せ】■天王寺年金事務所  ☎ 06-6772-7531（代）
   [平　  日 ] 8:30 ～ 17:15 ※週初めの開所日は 19:00 まで
   [ 第２㈯ ] 9:30 ～ 16:00
   ※電話は自動音声案内です。
   ※電話機の 5 を押すと所員が対応します。
   ※繋がりにくい場合は、お手数ですが時間を
　   おいてからおかけ直しください。 　 

● 国民年金保険料は口座振替による前納・早割をすると、納付書（現金）
　 およびクレジットカードで納めるより割引額が多く大変お得です。
● 前納の種類は 2 年前納（4月～翌々年 3月分）、1年前納（4月～
 　翌年 3月分）、6カ月前納（4月～ 9月分・10月～翌年 3月分）の
　 3 種類です。2 年前納は、毎月納付する場合に比べ、2 年間で
 　約15,000 円程度の割引になります。口座振替での令和 4 年度  
　 の 2 年前納、1年前納、6 カ月前納（4 月～ 9 月分）の新規お
　 申込みは、令和４年２月中にお願いします。【 年金事務所 必着 】
　 ※既に口座振替をされている方は、お手続き不要です。
　　（振替方法変更の場合は必要）
● 国民年金保険料の納付期限は翌月末ですが、当月末に口座振替 
　 する方法のことを早割といいます。早割は月50 円(年間 600 円)  
　 お得です。【 随時受付 】
● 申込先：年金事務所または金融機関
● 必要なもの：基礎年金番号がわかるもの・通帳・金融機関の届出印

◆ 保険料の免除・猶予や学生納付特例の承認を受けた期間がある
　 場合は、保険料を全額納付したときに比べ、年金額が低額となります。
◆ 免除等の承認から１０年以内であれば、後から追納して年金額を
 　増やすことが可能です。
◆ 追納すると、社会保険料控除により所得税・住民税が軽減される
　 場合があります。
※３年度目以降に追納する場合は、当時の保険料に一定の加算額が
　上乗せされます。追納をご希望の方は、お早めにご相談ください。

■ 国民年金保険料を納付されている方の社会保険料控除には、
　 「令和３年分社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を 
 　添付してください。
 　【社会保険料控除証明書に関するお問合せや再交付申請】
　 ☞ ねんきん加入者ダイヤル 　　  　 ☎０５７０－０03－004
 　◆ 050 から始まる電話からは　　   ☎０３－6630－2525
　 　 [ 平　日 ] 8:30 ～19:00　 　[ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00
■ 老齢年金等（遺族年金・障害年金を除く）を受給している方   
　 の確定申告には、「令和３年分公的年金等の源泉徴収票」を
　 添付してください。
　 【公的年金等の源泉徴収票に関するお問合せや再交付申請】
　 ☞ ねんきんダイヤル       　　　　    ☎０５７０－０5－1165
　 ◆ 050 から始まる電話からは　      ☎０３－6700 －1165
　　  [ 平　日 ] 8:30 ～17:15 ※週初めは19:00 まで　
 　　 [ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00
　  　※共済年金を受給している方は各共済組合まで
※基礎年金番号がわかるものを用意してお問い合わせください。
※ねんきんネットを利用して再発行申請を行うこともできます。

口座振替での前納・早割が便利でお得です！！

免除等を受けた期間の追納ができます！！

確定申告をされる方へ

日本年金機構
ウェブサイト
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○中央図書館（LIC はびきの内）  軽里 1-1-1               ☎072-950-5501
○陵南の森図書館                    島泉 8-8-1               ☎072-952-2750
○羽曳が丘図書館                    羽曳が丘西 2-5-1      ☎072-957-5553
○丹比図書館                          樫山 251-1              ☎072-937-2355
○東部図書館                          古市 1541-1            ☎072-950-2002
○古市図書館 ☎072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
○ブックステーションはびきのコロセアム ☎072-937-7210 ㈫㈭㈮ 13:30 ～ 16:30

●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）
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◇皆さんの書いたPOPを巡回展示します
図書館で昨年募集したお勧め本の「ＰＯＰ」
を、紹介された本と一緒に市内の各館で巡回
展示します。（2・3 月は中央です）

おはなし会（２月） 今月の特集テーマ

中央図書館  5日㈯　13日㈰　  
 19日㈯　27日㈰  13:30～ 一般 あなたのＰＯＰを飾ります

児童 むかしばなし

陵南の森図書館

 6日㈰　13日㈰　27日㈰  11:00～ 一般 お寺・神社の本
 19日㈯  15:00～
 20日㈰小さい子向き  11:00～ 児童 ２０２２年２月２２日

ねこの日特集 20日㈰ 少し長いお話を聞ける子向き  11:30～
東部図書館  9日㈬  10:45～ みじかいおはなし
丹比図書館  26日㈯  10:30～ 手づくりの本
古市図書館  19日㈯  15:00～ ２０２１年古市ベスト５０
羽曳が丘図書館  12日㈯　26日㈯  15:00～ 愛がすべてだ！

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、
　イベントを中止または延期することがあります。　  
　参加される方は、マスクの着用や消毒など、感染
　症対策にご協力をお願いいたします。

今月の休館日は 2月28日㈪
市内の図書館は全て休館となります。

◇羽曳野市立図書館雑誌スポンサー募集（令和４年度）
【期間】 4 月～ 令和５年 3 月（年度単位）※年度途中からは問合せ　　　【費用負担】 雑誌の購入代金 1 年間分をまとめて指定先に支払い
【提供雑誌】 図書館所蔵の雑誌から選択　　　【配架場所】 市内各図書館より選択 ※ブックステーションはびきのコロセアムを除く
【対象】 企業、商店、組織・団体  ※個人不可、所定の審査あり
【広告表示方法】
　・雑誌に装着する透明カバーの表面にスポンサー名を表示（縦3cm×横10cm 以内）　
　・裏表紙全面に指定の広告を掲出
　※詳細は、問い合わせるか市ウェブサイトをご覧ください。
　　➡「羽曳野市　雑誌スポンサー」で検索
＜雑誌スポンサー 一覧（令和３年度）＞
大阪府書店商業組合共同受注羽曳野市支部、㈱高松ギフトプラニング、羽曳野市商工会、お好み焼き「美吉乃」、
( 福 ) 大阪福祉事業財団 高鷲学園、ガールスカウト大阪府第 36 団、恵我之荘商店会、㈱ライジング ( 朝日新聞 富田林北 )　他 1 件

【問合せ】陵南の森図書館 （島泉 8-8-1） ☎ 072-952-2750　FAX 072-955-5015

表紙 裏表紙

全面広告

スポンサー名
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すくすく 子育て支援
スケジュールなどの詳細は、センターニュース

「てとてと」または、「はびきの子育てネット」内、
子育て支援センターのページをご覧ください。

メール配信登録
※�お知らせ、抽選結果

などをメールで受取

はびきの子育てネット
※�「てとてと」は、サイ

ト内「配布物」に掲載
子育て支援センター

支援センターふるいち（古市複合館）　古市 4-2-9　☎ 072-958-3308　FAX 072-958-3350
【広場】㈪～㈮ 10:00 ～ 11:30　㈭㈮ 14:00 ～ 16:00 ※㈷除く

みんなの広場 ㈪㈫㈮［計測と誕生会］7 日、18 日［休み］4 日、22 日　■■対対■■象象  象象就学前の子ども
よちよち広場 ㈬ ［計測］9 日、16 日［節分］2 日　■■対対■■象象  象象0 歳～ 1 歳半未満の子ども　※ 2 部制 9:45 ～ /11:00 ～（各 1 時間）

てくてく広場 隔週㈭ 24 日、［教室］10 日「ひな人形を作ろう」　■■対対■■象象  象象平成 31 年 4 月 2 日～令和 2 年 8 月 31 日生まれ
のびのび広場 隔週㈭ 3 日、［教室］17 日「ひな人形を作ろう」　■■対対■■象象  象象平成 29 年 4 月 2 日～平成 31 年 4 月 1 日生まれ

あそびの広場 3 月 4 日㈮「ピアノを楽しもう♪」　■■申申■■込込  込込14 日㈪～ 18 日㈮　■■対対■■象象  象象就学前の子どもとその保護者
双子・年子の広場 22 日㈫

講座のお知らせ「こもも教室（2 回セット）」3 月 8 日㈫・11 日㈮　■■申申■■込込  込込21 日㈪～ 25 日㈮ ※ 23
日㈬はネットのみ　■■対対■■象象  象象令和 3 年 10 月～ 12 月生まれ（羽曳野市民に限る）おはなしの広場 28 日㈪

はびきのファミリー・サポート・センター < 協力会員募集中 >　※有償　（古市 4-2-9 子育て支援センターふるいち内　☎ 072-956-4943） 
子どもを預かってほしい人と、子育てのお手伝いができる人が支えあって子育てを行う活動です。まずは、気軽にお問い合わせください。
支援センターむかいの　向野 3-1-33　☎ 080-7536-7898　FAX 072-953-6361
●実施場所は青少年児童センター 2 階　【広場】10:00 ～ 11:30 ※㈷除く

みんなの広場 ㈪ 7 日（おはなしの会）、14 日（計測・誕生会）、21 日、28 日（おひなさま製作）　■■対対■■象象  象象就学前の子ども

2 歳児・3 歳児 ㈪ 7 日、14 日（計測・誕生会）、21 日、28 日（おひなさま製作）
■■対対■■象象  象象平成 29 年 4 月 2 日～平成 31 年 4 月 1 日生まれ

1 歳児 ㈬ 2 日（豆まき）、9 日、16 日（計測・誕生会）　■■対対■■象象  象象平成 31 年 4 月 2 日～令和 2 年 4 月 1 日生まれ
0 歳児 ・0.0 歳児㈭ 3 日（豆まき）、10 日、17 日（計測・誕生会）、24 日　■■対対■■象象  象象令和 2 年 4 月 2 日以降生まれ

講座のお知らせ 「こもも教室（2 回セット）」3 月 15 日㈫・18 日㈮
■■申申■■込込  込込28 日㈪～ 3 月 4 日㈮　■■対対■■象象  象象令和 3 年 10 月～ 12 月生まれ（羽曳野市民に限る）

★保護者の方と一緒にお越しください。
★新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により、広場は週1回の利用とさせていただきます。

白鳥児童館　翠鳥園 2-9-101　☎ 072-957-4900　※駐車場はありません。
【利用時間】㈪～㈯10:00 ～12:00/13:00 ～17:00
室内でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。
午前中は小さなお友達もゆっくり遊べます。自由にお越しください。
※入館人数と利用時間を制限する場合があります。

NPO法人サポートネットワークぬくもり あいあい保育園
向野 2-8-2（埴生診療所敷地内）　☎ 072-937-0016   FAX 072-937-5716
広場は午前・午後の 2 部制。詳細は問い合わせください。

あいあい
ルーム

【えほん・あらかると】8 日㈫ 10:30 ～ 11:30
【おもしろ歯医者さんのためになる話】17 日㈭ 10:30 ～ 11:30
【ホップ・ステップ・リトミック】22 日㈫ 10:30 ～ 11:30
【就労相談（子育て中の再就職）】第 2 ㈫ 11:00 ～ 12:00
【子育て何でも相談】平日 10:00 ～ 16:00（電話可）

四天王寺悲田院地域子育て支援センター ぼのぼ　学園前 6-1-1
☎ 072-957-7517　FAX 072-950-3457　●前日までに電話にて要予約

【園庭開放など】㈫㈮ 10:00 ～ 11:00 ※ 11 日・18 日除く
【0 歳サロン】2 日㈬
【1 歳親子教室】9 日㈬
【2・3 歳親子教室】16 日㈬

　■　■時 時時 時■■間間  員10:30 ～ 11:30
　■　■場 場場 場■■所所  員保育園 2 階

【すこやか広場】18 日㈮ 10:30 ～ 11:30　■■場場■■所所  員MOMO プラザ

NPO法人子育てサポートくるみ
壺井 508-1　☎ 072-957-3282
FAX 072-958-4089

【園庭開放】㈫㈬㈭ 10:00 ～ 16:00
自然いっぱいの広い遊び場に大きな
すべり台と土山があり、親子でたっ
ぷり遊べます。子育て相談も随時受
け付けていますので、気軽にお声掛
けください。

NPO法人つどいの広場 カンナ
高鷲 5-422-22　☎・FAX 072-939-1625

【開放時間】㈪㈬㈮ 10:00 ～ 16:00
【手作りおもちゃ作り】4 日㈮
【ポップコーンを作って食べよう】18 日㈮
【ひなまつり制作】制作
25 日㈮ 10:00 ～ 12:00

つどいの広場事業（2 月）
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養育支援訪問事業
　妊娠・出産・育児期に育児の不安
やストレスなどを抱え、他からの支
援が期待できない家庭を支援します。
■■問問  家庭支援課

児童虐待の疑いなど
” おかしい” と思ったら
■■とと■ ■ きききき ㈪～㈮ 9:00 ～ 17:30 ※㈷除く
■■問問  家庭支援課 家庭児童相談担当
　 ☎ 072-947-3837（直通）

子育て電話相談
［子育てで気になること］
■■とと■ ■ きききき 10 日・24 日㈭ 14:30 ～ 16:30
■■場場■ ■ 所所所所 市役所別館 2 階 プレイルーム
■■問問  羽曳野市こども家庭サポーターの会
☎ 072-957-6000

児童相談所虐待対応ダイヤル
☎ 189（いちはやく）
※ 365 日 24 時間対応、通話料無料

21時まで子育て相談を受ける窓口
　子育てに対する不安や困難さを抱
えているが、日中は育児や仕事に追
われ、市役所の開いている時間に相
談の電話をすることが難しく、「相
談したいが、相談する場所がない」
という方を対象とした窓口です。
■■とと■ ■ きききき ㈪～㈮ 18:00 ～ 21:00 ※㈷除く
■■申申■ �■ �込込込込込込 市ウェブサイトの予

約フォームから希望
日時を予約。

■■問問  家庭支援課 家庭児童相談担当

教育施設の子育て支援　～育児相談など、詳しくは各園に問い合わせ～
施設名［☎ 市外局 072］ あそびにおいでよ！ようちえん《2 月》

古市幼稚園［958-3359］ 18 日㈮ 13:00 ～ 14:00 ［対象］
未就園児と保護者

（マスク着用必須）

◎印の園は、
令和 4 年度入園
予定の方のみ。

［持物］
着替え
タオル
水筒
上靴

◎古市南幼稚園［958-7616］ 25 日㈮ 10:00 ～ 11:00
駒ヶ谷幼稚園［958-8776］ 25 日㈮ 13:30 ～ 14:30
西浦幼稚園［958-3538］ 22 日㈫ 9:30 ～ 10:30
西浦東幼稚園［957-7200］ 21 日㈪ 9:30 ～ 10:30
羽曳が丘幼稚園［958-7201］ 15 日㈫ 10:00 ～ 11:00
白鳥幼稚園［958-2601］ 22 日㈫ 9:30 ～ 10:30
丹比幼稚園［954-0230］ 17 日㈭ 10:00 ～ 11:00
埴生南幼稚園［957-0212］ 2 日㈬ 13:30 ～ 14:30
◎埴生幼稚園［955-1062］ 17 日㈭ 10:00 ～ 11:00
恵我之荘幼稚園［938-0017］ 2 日㈬ 13:00 ～ 14:00
◎高鷲南幼稚園［955-1624］ 2 日㈬ 13:30 ～ 14:30
◎こども未来館たかわし［955-0730］4 日㈮ 10:00 ～ 11:00
※今後の状況により中止になる場合がありますので、事前に各園へお問い合わせください。

保育施設の子育て支援　～詳しくは、各園に問い合わせ～
施設名［☎市外局 072］ 園庭開放（健康相談は要予約）

高鷲保育園［953-3883］ 毎週㈫㈬㈭ 10:00 ～ 12:00　※雨
さかとがはらこども園（認定こども園）［956-6246］ 第 4 ㈯ 10:00 ～ 11:00 ※雨
明の守ようきこども園（認定こども園）［954-9630］ 第 4 ㈭ 10:00 ～ 11:00 ※雨
誉田保育園［958-2525］
郡戸保育園［938-5280］ 第 2 ㈫ 10:00 ～ 11:00　※雨
高屋保育学園（認定こども園）［957-1234］ 毎週㈫㈭ 14:30 ～ 15:45　※雨

四天王寺悲田院保育園［957-7517］ ㈫・㈮ 10:00 ～ 11:00
※ 11 日・18 日除く ※要

あおぞら保育園［950-1105］ 第 4 ㈭ 10:00 ～ 11:00
ベビーハウス社協［930-0240］
向野保育園［953-2071］/ 下開保育園 ［958-3318］
軽里保育園［958-3338］/ 島泉保育園［953-4624］
はびきの保育園［958-3328］

毎週㈫㈭ 10:00 ～ 11:00 ※雨
※雨＝雨天中止　※要＝要予約

○車での来園はご遠慮ください。　○育児相談は開園中常時行っています。
※今後の状況により中止になる場合があります。

病後児保育（0歳～学童）
利
用
時
間

8:00（7:30）～ 18:00（19:00）※カッコ内は延長可能時間
［当日］9:00 ～ 17:30（延長不可）
［土曜］�8:00 ～ 17:00（当日利用および延長不可）

■■申申■ ■ 込込込込 ㈪～㈮ 9:00 ～ 17:00（電話可、当日利用可）
■■￥￥  �1 人 1 日 1,000 円（延長 30 分 300 円）
　 ※非課税世帯は半額、生活保護世帯は無料、2 人目以降の子ども半額。
■■問問  �NPO 法人サポートネットワークぬくもり（向野 2-8-2［埴生診療所敷地内］）
☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

NPO法人南河内こどもステーション
市役所南側　☎・FAX 072-957-1114　詳細は問い合わせください。
【耐寒登山】13 日㈰ 10:00 ～ 17:00　■■場場■ ■ 所所所所 葛城山（予定）　■■￥￥   象象大人 800 円・小学生 600 円・3 歳以上 300 円（別途交通費必要）
【おやおやくらぶ】4 日㈮「節分」・18 日㈮「つくってあそぼう」・25 日㈮「おしゃべりサロン」
【思春期カウンセリング】第 2・4 ㈬ 13:30 ～ 15:00　■■対対■ ■ 象象象象 小中学生や高校生、保護者の方も可
【みんなの食堂】毎週㈯ 11:00 ～ 13:00 と 18 日・25 日㈮ 17:00 ～ 19:00　■■対対■ ■ 象象象象 どなたでも
【みんなの居場所】㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00　■■対対■ ■ 象象象象 どなたでも
【一時保育（要登録）】㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00（前日までに要予約・㈯㈰㈷時間外応相談）　■■￥￥   象象乳幼児 1 時間 500 円～
【やってみようくらぶ】毎週㈯ 10:00 ～ 15:00（26 日 11:00 ～ 12:00 科学であそぼう）
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乳幼児健康診査（場所：保健センター）
　健診日の2 週間前までに個別通知が届いていない方は、
ご連絡ください。

種類 日程 対象児

4 カ月児
㈮

2 月 18 日 令和 3 年 10 月 1 日～ 15 日
2 月 25 日 令和 3 年 10 月 16 日～ 31 日
3 月 11 日・25 日 令和 3 年 11 月生まれ

1 歳 6 カ月児
㈫㈬

2 月 15 日・16 日 令和 2 年 7 月生まれ
3 月 29 日・30 日 令和 2 年 8 月生まれ

2 歳 6 カ月児
㈫㈬

2 月 1 日・2 日 令和元年 8 月生まれ
3 月 15 日・16 日 令和元年 9 月生まれ

3 歳 6 カ月児
㈫㈬

2 月 8 日・9 日 平成 30 年 8 月生まれ
3 月 1 日・2 日 平成 30 年 9 月生まれ

健康増進課（保健センター）の検診（健診）や教室の申込など　☎072-956-1000
●検診（健診）は年度内に各1回。定員になり次第締切。FAXでの申し込み不可。
●詳しくは「健康だより」、市ウェブサイトをご覧ください。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、日程が変更・中止になる場合があります。
※個別検診（健診）については、受診前に医療機関へ電話でお問い合わせください。

健
ふ みり-ぁ

康

市立休日急病診療所 誉田 4-2-3　☎ 072-956-1000（保健センター 2 階）
休日急病診療所（内科・小児科・歯科） 小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
診療日／㈰㈷、年末年始（12 月 30 日～ 1 月 3 日）
診療時間／ 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
※ 8 時の時点で羽曳野市に「暴風警報」「大雨警報」「洪水警報」「特
別警報」のいずれかが発表されている場合は休診、8 時以降に発
表された場合は、その時点で休診

診療日／㈯㈰㈷、年末年始（12 月 30 日～ 1 月 3 日）
診療時間／ 18:00 ～ 22:00（受付 17:30 ～ 21:30）
※ 15 時の時点で羽曳野市に「暴風警報」「大雨警報」「洪水警報」

「特別警報」のいずれかが発表されている場合は休診、15 時以降
に発表された場合は、その時点で休診

発熱で受診される方へ　※来院時は、事前にお電話ください。　※受診時はマスクを着用ください。
　　　　　　　　　　　　※新型コロナウイルス感染症にかかる PCR 検査など各種検査は実施できません。

小児救急電話相談　☎＃ 8000（携帯電話・NTT プッシュ回線）☎ 06-6765-3650（IP 電話・ダイヤル回線など）
救急安心センターおおさか　☎＃ 7119（固定電話【プッシュ回線】・携帯電話・PHS）
　　　　　　　　　　　　　☎ 06-6582-7119（固定電話【ダイヤル回線】・IP 電話）

子どもの事故予防（やけど）
　生後８カ月以降になるとやけどの事故も増えてきます。
家の中を見直して事故を予防しましょう。※子どもの事故は
予防できます。目を離しても安全な環境をつくりましょう。
＜高温の飲み物や汁物によるやけど＞
　◦子どもの手が届かないようにテーブルの中央に置く。
　◦子どもを抱っこしたまま扱わない。
　◦�テーブルクロスやランチョンマットは子どもが引っ張っ

てその上に載った容器を倒す原因になるため使わない。
＜電気ケトル、ポット、炊飯器でのやけど＞
　◦電気ケトルやポットなどは倒れても中身がこぼれない製
　　品を選ぶ。
　◦コード類は子どもが引っ張らないように、
　　炊飯器等の蒸気の出るものは手の届かない
　　場所に設置する。
＜暖房器具や加湿器でのやけど＞
　◦暖房器具は子どもが触れないように安全柵をする。
　◦�湯たんぽや電気カーペットなどは長時間皮膚が同じ場所

に触れて低温やけどをすることがあるので長時間使用し
ない。

　◦�加湿器は転倒しても熱湯がこぼれない製品を選び、蒸気
に触れないように安全柵を利用する。

＜調理器具やアイロンでのやけど＞
　◦フライパンなどの取っ手は子どもが触
　　れないように奥に向ける。
　◦アイロンやヘアアイロンを使用すると
　　きは子どもを近づけない、使用後は手
　　の届かない場所に置き早く片付ける。

ママとベビーの交流会　※予約制
■■内内■■容容  身体計測・助産師と保健師による育児相談
　　 絵本や遊びの紹介
■■とと■■きき  3 月17日㈭14:00 ～16:00
■■対対■ ■ 象象象象 生後 3カ月までのベビーとママ※上の子の保育なし
■■場場■ ■ 所所所所 保健センター3 階
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＜定期健康相談・栄養相談＞
2月9日㈬ 午前中 ※要予約

毎月19 日は食育の日
家族で食事を楽しみましょう

藤
井
寺
保
健
所

藤井寺市藤井寺 1-8-36　☎ 072-955-4181　FAX 072-939-6479
ＨＩＶ・梅毒即日検査 （梅毒検査のみは不可、結果は 1 ～ 2 時間後）第 1 ～ 4 ㈬ 9:30 ～ 10:30【無料・匿名可】
※夜間、土日検査は、chot CAST（チョットキャスト）で実施。詳しくは保健所へお問い合わせください。
こころの健康相談【無料・要予約】（こころの病気、アルコール依存症などに精神科医、精神保健福祉相談員が応相談）
医療機関に関する相談　㈪～㈮ 9:15 ～ 12:15 ／ 13:00 ～ 16:00【無料】
生活衛生室  ☎ 072-952-6165
水質検査（飲用水・井戸水・遊泳場水・浴槽水）【有料・要予約】
腸内細菌検査（赤痢菌、チフス菌、パラチフスA菌、サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌O157）㈪～㈬9:30～12:00【有料】
ぎょう虫卵検査　㈪～㈭ 9:30 ～ 12:00【有料・要予約】

※祝日等の関係で受付のない日があります。

がん集団検診（予約制）
※年度末（3月末）は混みあいますので、早めに受診しましょう。
2 ～ 3 月分を来所・電話にて受付中。
日程、検診については、4 月の広報と一緒に配布された

「令和 3 年度羽曳野市健康だより」か市ウェブサイトを参照。
胃がん、肺がん・結核健診、大腸がん検診（集団検診） 
■■対対■ ■ 象象象象 1982 年 3 月 31 日以前生まれの市民　■■￥￥  無料
※65歳以上の方は、年1回結核健診を受けることが法律で義務付けられています。
乳がん、子宮がん検診（集団検診）

［乳がん］

［子宮がん］

■■対対■ ■ 象象象象 1980 年以前の西暦偶数年生まれの女性
■■￥￥  1,000 円（1980 年生まれと生活保護受給者は無料）
■■対対■ ■ 象象象象 2000 年以前の西暦偶数年生まれの女性　■■￥￥  無料

※受診券（オレンジ色もしくは黄色のはがき）は 3 月下旬に発送しています。
届いていない方、80 歳以上の方で乳がん・子宮がん検診を希望される方は健
康増進課（保健センター）までご連絡ください。

成人歯科健診・骨密度測定
成人歯科健診　※無料 骨密度測定（集団のみ）※無料
■■対対■ �■ �象象象象象象 平成 7・昭和 60・55・50・45・

40・35・30・25 年生まれの市民
※個別健診か集団健診のどちらかを選択。

（集団健診は骨密度測定とセットでの受診
可、個別健診は羽曳野市内の指定歯科医
院で令和 4 年 3 月 31 日まで受診可。）
※受診券が必要。お手元にない方はご連
絡ください。

かかとで超音波検査を行い骨密度を
測定します。
■■対対■ ■ 象象象象 受診時満 25 歳以上の市民
＜集団健診＞歯科健診・骨密度測定
※無料・要予約　※骨密度のみも可
■■とと■■きき  3 月 18 日㈮
空き状況は電話でお問い合わせくだ
さい。

がん検診

学ぶで～健康シリーズ
（予約制・随時受付中！）

■■対対■ ■ 象象象象 羽曳野市民
■■場場■ ■ 所所所所 保健センター　■■￥￥  無料
※詳しくは市ウェブサイト・チラシ
　をご覧ください。
★学ぶで～腸によい食事（栄養）
■■とと■■きき  3 月 2 日㈬
10:00 ～ 12:00（受付 9:45 ～）
■■講講■■師師   象象管理栄養士
★学ぶで～ピラティス（運動）
■■とと■■きき  3 月 11 日㈮
10:00 ～ 12:00（受付 9:30 ～）
■■講講■■師師   象象健康運動指導士

（�医療法人 はぁとふる しまだ病院 
Eudynamics ヴィゴラス）

★学ぶで～ストレスとうつ（医師）
■■とと■■きき  3 月 22 日㈫
13:50 ～ 15:30（受付 13:40 ～）
■■講講■■師師   象象池下 克実 医師

（いちメンタルクリニック日本橋）
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街かどから・・・

羽曳野市こども会育成連絡協議会
第51回写生ポスターコンクール結果

氏名（敬称略） こども会名
会長賞 中邨隼 グリーンハイツ

市長賞 大島梨愛
和泉拓真

大黒光陽台
白鳥

議長賞 松本悠希
和泉智子

白鳥
白鳥

教育長賞
加納一佳
谷口怜里
下川奈穂

白鳥
ローレルコート
ローレルコート

羽曳野市成人式
　令和4年羽曳野市成人式が、1月10日（月・祝）はびきのコロセアムで行われ、大人
への第一歩を踏み出した新成人が、大勢の方々から祝福を受けました。
　男性424人・女性363人のあわせて787人が参加し、新成人の高橋星七さんが「誓
いの言葉」を力強く述べられました。

全国大会出場
　11月26日㈮、各競技で活躍された峰塚中学校の６人の生徒のみなさんが、
その報告に市役所を訪問してくださいました。
新体操
 三間采実 第39回全日本ジュニア新体操選手権大会出場
水泳
 八坂康生
 田中絢之介

 森本和貴
 池田星那

令和３年度全国中学校体育大会出場
令和3年度全国中学校体育大会出場
�第44回全国 JOCジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会出場
令和３年度全国中学校体育大会出場
令和3年度全国中学校体育大会出場
�第44回全国 JOCジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会出場

陸上
 清水優衣 �JOCジュニアオリンピックカップ 第52回U16陸上競技大会出場

（敬称略）

総務大臣表彰受賞
　12月 15日㈬、羽曳野市恵我会町
会会長の櫛橋昭さんが自治会等地縁に
よる団体功労者として総務大臣表彰を
受賞されました。
　本来であれば、11月に総務省で表
彰式が行われますが、新型コロナウイ
ルス感染症の影響を考慮し、総務省で
の開催が中止となったため、当市より贈呈させて頂きました。
　櫛橋様は、地域の町内活動を通じて協調され、市政に市民の
声を反映させるとともに、行政との協働を推進され、羽曳野市
の発展に寄与されました。また、高鷲校区福祉委員会の委員長
として、立ち上げから活動の実施までご尽力された功績が称え
られ受賞されました。

◀
12
月
12
日
㈰
市
役
所
に
て
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銀銅イオン水溶液の寄贈
　11月26日㈮、新型コロナウイルス
感染症対策に活用してほしいとの趣旨
から、銀銅イオン水溶液を、坂本商事
様のご紹介にてSCALES株式会社様よ
り寄贈頂きました。
　温かなお心遣いをいただき、心より
感謝いたします。寄贈いただいた品は、関係機関において大切に使わせ
ていただきます。

高鷲駅前が花いっぱいに
　12月 8日㈬、アドプトロード推進事業
の一環として高鷲駅前を育む会と高鷲小学
校2年生のみなさんで、高鷲駅前にパン
ジーの定植を実施しました。
きっと高鷲駅を利用するみなさんの心をな
ごませることでしょう。

・・・TOPICS

花の寄贈
　12月 13日㈪、NPO法人花利メモ
リアル成就様より、お花を市に寄贈し
ていただきました。
　色とりどりのポインセチアにツリー
やリース、赤緑白のクリスマスカラー
が12月を感じさせ、端に飾られたろ
うそくの灯は、寒さが増すなか心を温
めてくれました。
　まだまだコロナ禍で大変な時期にお花で羽曳野市を元気にという変わ
らぬお心遣いに心より感謝いたします。

こ
ん
に
ち

こ
ん
に
ち
はは

あ
か
ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

< 蔵之内 >< 軽里 >

< 古市 >
祖母の
好見さん

母親の
美波さん

母親の
美紀さん

母親の
里帆さん

前
ま え だ

田 奏
か な と

人ちゃん

見
み た に

谷 燈
あかり
ちゃん

笑顔いっぱいで元気に育ってね♥

これからも明るい笑い声をきかせてね！

元気に生まれてきてくれてありがとう
これからたくさん思い出作ろうね^^

< 南恵我之荘 >後
ご と う

藤 柚
ゆ あ

杏ちゃん福
ふくもと

本 菖
しょう
ちゃん

令和2年10月30日 生まれ

令和2年4月23日 生まれ

令和2年11月8日 生まれ 令和3年2月11日 生まれ

< 島泉 >
母親の
尚子さん

生まれてきてくれてありがとう
いっぱい食べて元気に育ってね♪

三
み つ い

井 詩
し お り

織ちゃん
令和2年10月10日 生まれ

< 東阪田 >
母親の
美樹さん

生まれてきてくれてありがとう！！
これからも元気ににこにこで過ごしていこうね♥

令和3年1月28日 生まれ

笑顔がとっても素敵♥
いっぱい笑って大きくなってね！

畠
はたやま

山 竜
り つ

弦ちゃん
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●7日前（土日祝を除く）から当日の1時間前までスマホ・パソコンから24時間いつでも予約可能です。
●事前予約を行っていただくことで、優先的に窓口にご案内いたします。
●混雑を気にせず、予約時間に来庁いただくことで、待ち時間短縮になります。

【予約できる手続き】　証明発行・印鑑登録・住民異動・戸籍届・マイナンバー

【予約方法】　① QRコードから『オンライン予約サイト』にアクセスし、返信先を設定します。
　　　　　　② 予約画面のURLが返信されますのでアクセスします。
　　　　　　③ 予約画面で予約区分、日付、時間を設定します。
　　　　　　④ 設定後、予約時間の確認メールが届きます。
　　　　　　※予約時間の15分前に案内メールが届きますので市民課までお越しください。
　　　　　　　お呼びしましたら、確認のためメールの提示をお願いします。（混雑状況により、お待
　　　　　　　ちいただく場合があります。）
　　　　　　※市ウェブサイトからも『オンライン予約サイト』をご利用できます。

【注意事項】　・オンライン予約で選択できる手続きは1項目のみですが、複数の手続きを希望される方
　　　　　　　は、市民課にて受け付けが可能です。
　　　　　　・オンライン予約は、市役所本館1階 市民課窓口のみです。（支所は予約対象外）
　　　　　　・日曜窓口のオンライン予約は対応しておりません。

窓口オンライン予約

通知対象の証明書

①住民票の写し（除かれた住民票を含む）
②住民票記載事項証明書
③戸籍附票の写し（除かれた戸籍附票を含む）

④戸籍謄本および戸籍抄本（全部事項証明書およ   
　び個人事項証明書）（除かれた戸籍を含む）
⑤戸籍記載事項証明書（一部事項証明書）（除かれ
　た戸籍を含む）

事前登録について

■登録ができる人
　①�羽曳野市に住民票（除かれた住民票を含む）が
ある人

　②羽曳野市に戸籍（除かれた戸籍を含む）がある人
■登録期間
　　登録した日から廃止の届出をされるまで。ただ
　し、事前登録者が死亡、居所不明等により住民票
　が消除されたとき、国外に転出したとき、変更の
　届出を怠ったことなどにより交付事実などの通知
　が返戻されたときは、事前登録は廃止になります。

■登録に必要な書類
　①本人の場合は本人確認書類（運転免許証・パス
　　ポートなど）
　②任意代理人（登録できる人から委任を受けた人）
　　の場合は本人確認書類に併せて、委任状など
　③法定代理人の場合は本人確認書類に併せて、資
　　格を証明する書類
■受付場所
　市民課・支所

市民課の窓口オンライン予約がご利用できます！

【問合せ】 市民課　☎072-958-1111■市民課窓口オンライン予約
■羽曳野市本人通知制度

羽曳野市本人通知制度
登録から通知までの流れ

①事前登録（通知を希望する人）
②代理人・第三者が証明書の請求
③代理人・第三者が証明書の交付（審査の上、交付）
④登録者へ通知（交付した事実、日付、証明書などの種類・通数・交付請求者の種別を通知）

市役所

本人
（登録者）

代理人
第三者

②証明書の請求

③証明書の交付④登録者へ通知

①事前登録

代理人や第三者による請求に基づいて『住民票の写し』『戸籍謄抄本』などを交付した
とき、事前に登録されている人にその事実を通知するものです。

スマスマホホ・・
パソコ

ン
パソコ

ンからから

　　窓
口予約

　　窓
口予約

できま
す

できま
す！！
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支　所
☎ 072-955-0583　℻ 072-930-2144
羽曳野市民会館
☎ 072-958-2311　℻ 072-958-2312
LICはびきの（生活文化情報センター）
☎ 072-950-5500　℻ 072-950-5505
はびきのコロセアム
☎ 072-937-3123　℻ 072-937-3124
市民体育館（西浦）
☎ 072-958-2340　℻ 072-958-3614
陵南の森総合センター（老人福祉センター・公民館）
☎ 072-952-2751　℻ 072-952-1303
陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）
☎ 072-931-1900　℻ 072-931-2112
ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553　℻ 072-957-5580
丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355　℻ 072-937-2388
石川プラザ
☎ 072-950-2002　℻ 072-958-9110
保健センター（休日急病診療所）
☎ 072-956-1000　℻ 072-956-1011
人権文化センター
☎ 072-955-4556　℻ 072-955-7042
青少年児童センター
☎ 072-952-0032　℻ 072-937-8580
白鳥児童館
☎ 072-957-4900　℻ 072-957-4900
青少年センター
☎ 072-958-0050　℻ 072-956-7867
エコプラザはにふ（中央スポーツ公園）
☎ 072-959-3567　℻ 072-959-3568
時とみどりの交流館（峰塚公園管理棟）
☎ 072-942-6647　℻ 072-942-6647
道の駅 しらとりの郷・羽曳野総合棟
（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-957-6900　℻ 072-957-6910
子育て支援センターふるいち
☎ 072-958-3308　℻ 072-958-3350
子育て支援センターむかいの
☎ 080-7536-7898　℻ 072-953-6361
向野老人いこいの家
☎ 072-952-0033　℻ 072-952-0033
給食センター
☎ 072-958-2306　℻ 072-958-1082
社会福祉協議会
☎ 072-958-2315　℻ 072-958-3853
シルバー人材センター
☎ 072-936-1500　℻ 072-936-1511
柏原羽曳野藤井寺消防組合
☎ 072-958-0119　℻ 072-958-9900
羽曳野警察署
☎ 072-952-1234　℻ 072-952-2531
藤井寺保健所
☎ 072-955-4181　℻ 072-939-6479
藤井寺郵便局
☎ 072-954-2601　℻ 072-938-8591
柏羽藤環境事業組合
☎ 072-976-3333　℻ 072-976-3331
クリーンピア21（休業日：㈫）
☎ 072-975-2580　℻ 072-975-2577
健康ふれあいの郷 グラウンド・ゴルフ場
（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-950-6611　℻ 072-950-3888
茶山テニスコート（土・日・祝日のみ）
☎ 072-959-8836

主な公共施設

《市内図書館》の電話番号は、 図書館だよりの
ページをご確認ください。

－ 制度・お知らせ －  
就学通知書を送付しました
　４月から小学校・中学校・義務教
育学校に入学予定の児童生徒がいる
ご家庭に、就学通知書を１月下旬に
発送しました。通知書が届かないと
き、住所異動したとき、国立・私立
学校などに入学されるときは、学校
教育課まで必ずご連絡ください。
■■問問 学校教育課
☎ 072-947-3907（直通）

就学援助費（新入学用品費）の
早期支給申請について
■■対対■■象象   次の①②全てに該当する方
①令和４年４月１日現在で市内に在
住し、市が設置する学校に在籍する
児童生徒の保護者
②令和 4 年 2 月 28 日現在「令和 3
年度 就学援助制度」の受給認定者、
もしくは受給資格に該当する方

【支給額】小学校 51,060 円（予定）
　　　　 中学校 60,000 円（予定）

【支給日】令和４年４月下旬
【受付場所】学校教育課
【受付期間】2 月 1 日㈫～ 28 日㈪
【持物】受給認定者の方は 1 振込先
がわかるもの（通帳など）、それ以
外の方は 1 および 2 認定資格を証
明するもの
■■問問 学校教育課
☎ 072-947-3907（直通）

都市計画区域の拡大（下水道）
説明会を開催
　本市では、公共用水域の環境向上
等を目的として順次公共下水道整備
を進めています。今回、都市計画法
第 16 条の手続きにおける都市計画
区域の拡大（下水道）についての説
明会を開催します。対象となる区域
は既に公共下水道を利用していただ
いている区域の一部です。
■■とと■ ■ きききき 2 月15 日㈫19:00 ～
■■場場■■所所  所市役所別館 3 階 会議室
■■問問 下水道建設課

こんな時は、水道局にご連絡を！
料金【水道料金お客様センター】
内線 5021・5022・5023・5024
◦名義変更・住所変更時の手続き
◦水道料金のお支払い
◦使用水量　◦検針
工事【工務課給水担当】内線 5040
◦給水装置に関するご相談
◦受水槽（貯水槽）に関するご相談
◦指定工事店に関すること
漏水・水質【工務課管理担当】
内線 5042・5043
◦漏水に関するご連絡
◦水質に関する情報、ご相談
■■問問 水道局

住宅用火災警報器を設置しましょう
　平成 23 年 6 月以降、既存住宅を含めたすべての住宅（共同
住宅含む。）に住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。

［悪質な訪問販売に注意！］
　◦消防職員や消防団員が、戸別訪問し販売することはありません。
　◦消防が商品を指定することはありません。
　◦安価な住警器でも、法外な取付費用を請求される場合があります。
　◦購入は、　　マーク（国家検定合格表示）の付いているものを！

［既に設置されている方は］
　10 年を目安に本体交換または電池交換が必要です。
　いざという時に作動するように維持管理しましょう。
■■問問 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部 予防課　☎ 072-958-9928
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窓口受付システム、コンビニ交付
サービスの一時利用停止について
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解
とご協力のほどお願いします。

停
止
期
間

2 月 1 日㈫～ 16 日㈬
本庁の窓口受付システム
※支所・MOMO プラザは利用可
2 月 17 日㈭～ 18 日㈮
窓口受付システム
コンビニ交付サービス

■■問問 市民課

マイナンバーカード申請サポート
（写真撮影から申請まで）
◦森のゆうびん局（受付：市民課）
　平日 9:00 ～ 17:00
◦石川プラザ
　2 月 3 日㈭ 10:00 ～ 16:00
◦ MOMO プラザ
　2 月 25 日㈮ 10:00 ～ 16:00
※新型コロナウイルスなどの事情で
施設が閉館している場合は中止
≪申請に必要なもの≫
・�個人番号カード交付申請書 兼 電

子証明書発行申請書（自宅に送付さ
れた通知カードに附属していた申請書部
分）※市役所、支所で再発行可。

・本人確認書類（免許証、健康保険証など）
■■問問  問問市民課

南部大阪都市計画生産緑地地区の
変更について
 令和3年12月13日付けで生産緑
地地区の変更を行いました。関係図
書はウェブサイトおよび都市計画課
の窓口でご覧になれます。
■ ■ 問問問問 都市計画課

地域区長懇談会を開催しました
　市政運営に市民の意見を反映していくという基本姿勢や主要事業の内容を地
域の皆様に伝えるとともに、地域の課題などについて、市と地域との共通意識
を育み、協働の意識の醸成を図る場として「地域区長懇談会」を実施しました。
※詳細は市ウェブサイトをご覧ください。
■■問問 市民協働ふれあい課

【日曜窓口】マイナンバーカードの受け取り、電子証明書更新手続き
とき 2 月 6 日・27日㈰ 9:00 ～12:00

場所 ①市民課（市役所本館1階 2 番窓口）　②支所
※交付通知書（はがき）に記載の場所で受取り

＜マイナンバーカードの受け取り＞

持物
・交付通知書（はがき）　　・通知カード
・本人確認書類★　　　　・住民基本台帳カード（お持ちの方）
★運転免許証などの顔写真つきの書類なら 1 点。それ以外の書類は 2 点以上

＜マイナンバーカードの電子証明書更新手続き＞
持物 ・マイナンバーカード　・更新通知書

※上記以外の業務は行いません。　※原則ご本人様が受け取り者です。
※必要書類に不足があると受け取ることができません。
※日曜窓口は混雑により、待ち時間が長くなることが予想されます。
※当日は駐車場が混雑しますので、できる限り公共交通機関や自転車などをご利用ください。
※日曜窓口ではオンライン予約は対応しておりませんので、ご了承願います。
■■問問 市民課 ☎ 072-958-1111内線1670／支所 ☎ 072-955-0583

生産緑地を所有されている方へ
特定生産緑地の指定申請受付期限が迫っています！
　平成 4 年に生産緑地の指定を受けた農地等の所有者で、
特定生産緑地の指定意向が確認できていない方に、「特定
生産緑地の指定申込みについて」のお知らせを郵送して
おりますので、まずは都市計画課までご連絡ください。
■■受受■■付付   込込3 月 31 日㈭まで　※予約制

【特定生産緑地に指定しない場合で、生産緑地の指定告示から 30 年経過すると…】
固定資産税 宅地並み評価・宅地並み課税になります。
相続税等の
納税猶予

30 年経過後に発生した相続等に対して納税猶予は受けられま
せん。現在履行中の納税猶予のみ、終身営農で免除されます。

営農義務
建築等の行為制限 行為制限等は 30 年経過しても自動的に解除されません。

■ ■ 問問問問 都市計画課　☎ 072-947-3702（直通）

広告掲載に関する問い合わせは  合同会社 IM総合企画  ☎ 072-275-5449

広 

告
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『在宅介護実態調査』
ご協力のお願い
　令和 6 年度から 3 年間の介護保険
事業計画となる「第９期羽曳野市高
年者いきいき計画」の策定にあたり、
高齢者等の適切な在宅生活の継続や
家族等介護者の就労継続の実現に向
けた介護サービスの在り方を検討す
るため『在宅介護実態調査』を実施
します。
■■対対■■象象   介護認定を申請された方のうち
一部の方（認定調査とあわせて認定
調査員が聞き取りを行います。）
■■期期■■間間  ２月から 1 年間（予定）
■ ■ 問問問問 高年介護課 総務担当

おむつ代（高齢者）の医療費控除
　おむつ代の医療費控除を受けるに
は、主治医の証明書が必要ですが、
次の要件を全て満たす方は、証明書
を無料発行できる場合があります。
■■要要■■件件   ・要介護認定を受けており、お
むつ代の医療費控除を受けるのが 2
年目以降の方
・主治医意見書の記載内容において、
寝たきり状態かつ治療上おむつの使
用が必要であると認められる方。
■ ■ 問問問問 高年介護課 認定担当
☎ 072-947-3821（直通）

障害者控除対象者認定書を交付
　65 歳以上で要介護認定を受け身
体や精神に障害のある方が、所定の
基準を満たされた場合に、所得税や
市・府民税の障害者控除を受ける際
に必要となる障害者控除対象者認定
書（無料）を交付します。
■ ■ 問問問問 高年介護課 認定担当
☎ 072-947-3821（直通）

高額医療・高額介護合算制度について
　高額医療・高額介護合算制度は、世帯で 1 年間（令和 2 年 8 月 1 日～令和 3
年 7 月 31 日）に支払った医療保険と介護保険の自己負担金の合計額が、自己
負担限度額（下表）を超えた場合に、申請に基づき、その超えた額が支給され
るものです。
　大阪府後期高齢者医療広域連合から、支給の対象となる被保険者の方に、お
知らせと支給申請書が送付されますので、同封の返信用封筒で、必要事項をご
記入の上、大阪府後期高齢者医療広域連合あてに返送してください。申請方法、
支給対象者などのご不明な点につきましては、お問い合わせください。

課税状況 所得区分 後期高齢者医療制度
における負担割合

自己負担限度額（年額）
（医療保険＋介護保険）

課税世帯
現役並み
所得者

課税所得
690 万円以上

3 割

212 万円

課税所得
380 万円以上 141 万円

課税所得
145 万円以上 67 万円

一般
1 割

56 万円

非課税世帯 低所得Ⅱ 31 万円
低所得Ⅰ 19 万円（※）

※低所得Ⅰで介護サービス利用者が複数いる世帯の場合、介護支給分について
　は、低所得Ⅱの自己負担限度額 31 万円が適用されます。
■ ■ 問問問問 大阪府後期高齢者医療広域連合 給付課　☎ 06-4790-2031
　 ［受付時間］㈪～㈮ 9:00 ～ 17:30　※㈷除く

　教えて消費生　教えて消費生活Q＆A活Q＆A 　 　～ペットの購入トラブル～～ペットの購入トラブル～

Q. ペットショップで子犬を購入してから数日後、店から聞いていなかった先天性の病気

を持っていることが分かりましたが、店に責任を問えますか？

A. 令和２年４月から、店に対して契約不適合責任として法的に問

えるようになりました。契約内容と違う、あるいは契約書に記

すべき事項が記載されずにペットが引き渡された場合は、治療

費、代金の減額交渉、契約解除、損害賠償などができるよう

になりました。

トラブルを避けるためにも、動物取扱業の登録がある店で、契約書を交わしたうえ

で購入しましょう。なお治療費を補填してくれるペット保険は、購入時しか加入でき

ないことが多いので注意しましょう。

※1月号広報で一部誤り（A. の 5 行目）がありましたので訂正します。
　【誤】賃貸人の発生させた損傷　【正】賃借人の発生させた損傷

【消費生活相談】㈪～㈮10:00 ～12:00／13:00 ～15:30（相談受付）
まずは電話でお問い合わせください。
■ ■ 問問問問 消費生活センター（市役所本館２階）　☎ 072-947-3715（直通）

広 

告

広告掲載に関する問い合わせは  合同会社 IM総合企画  ☎ 072-275-5449



－はびきの　令和4年（2022年）2月－ 市役所　☎072-958-1111

24

【2月28日㈪まで！！※郵送の場合当日必着】
低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金の申請受付

対
象

≪ひとり親世帯分≫※②③に該当される方は、申請が必要です。
①令和３年４月分の児童扶養手当受給者
②�公的年金等を受給しており、令和 3 年 4 月分の児童扶養手当の支給が全

額停止される方
③�新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が児

童扶養手当を受給している方と同じ水準となっているひとり親の方

≪ひとり親世帯以外の子育て世帯分≫※②に該当される方は申請が必要です。
①�令和３年４月分の児童手当または特別児童扶養手当の支給を受けている者

であって、令和３年度分の住民税均等割が非課税である者
② �①のほか、令和 3 年 3 月 31日時点で18 歳未満の子（障害児については

20 歳未満）の養育者であって、以下 ab のいずれかに該当する者
a 令和３年度分の住民税均等割が非課税である者
b�新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、令和 3 年度分

の住民税均等割が非課税である者と同様の事情にあると認められる者
※令和４年２月末までに生まれる新生児も対象となります。
※�令和３年度の住民税申告をされていない方（未申告の方）は、手続きが必

要ですので、2 月28 日㈪までに家庭支援課へお問い合わせください。
【給付額】児童１人当たり一律５万円
■■申申■■請請  �申請書（市ウェブサイトからダウンロードまたは窓口で配布）に振込先口座

などを記入して、必要書類とともに家庭支援課へ提出してください。
※詳細は、市ウェブサイトをご覧ください。
■ ■ 問問問問 家庭支援課　☎ 072-947-3836（直通）　ＦＡＸ 072-956-0730

令和4年度 子育てのための施設等利用給付認定の申請受付案内
　令和 4 年 4 月から、3 ～ 5 歳児（0 ～ 2 歳児までは住民税非課税相当世帯）
の子どもで、子ども・子育て支援新制度未移行の幼稚園、幼稚園・認定こども
園などの預かり保育事業、認可外保育施設（企業主導型保育事業を除く）、一時
預かり事業、病児保育事業、ファミリー・サポート・センター事業を利用する
または利用予定の子どもは、子育てのための施設等利用給付認定の申請を行い
認定を受けることにより、幼児教育・保育無償化の対象となります。

【配布場所】�こども課または通園している施設　※案内書等を配布していない施
設もありますので、その際はこども課にてお受け取りください。

申請書等の提出先および提出期限

①子ども・子育て支援新制度未移行の
幼稚園に通園し、預かり保育を利用し
ない子ども（新 1 号認定）

［提出先］通園している幼稚園
［期限］幼稚園へご確認ください ｡

②子ども・子育て支援新制度未移行の
幼稚園に通園し、預かり保育を利用す
る子どもおよびその他の施設を利用す
る子ども（新 2 号認定・新 3 号認定）

［提出先］こども課
［期限］2 月 14 日㈪～ 3 月 11 日㈮

■ ■ 問問問問 こども課 教育保育給付担当

2月は「児童手当」の支給月です
（令和3年10月～令和4年1月分）
　2 月10 日㈭に、受給資格者の指
定口座に児童手当を振り込みます。
所得制限額未満
①０歳～３歳未満（誕生日月まで）
　15,000 円
②３歳～小学校修了前（第１子・第２子）
　10,000 円
③３歳～小学校修了前（第３子以降）
　15,000 円
④中学生（一律）
　10,000 円
所得制限額以上
上記①～④
児童１人あたり 5,000 円
※出生順位の数え方は、18 歳に達し
た日以降の最初の 3 月 31日までの
お子さんのうち最年長の子から「第１
子」として数えます。
■ ■ 問問問問 家庭支援課
☎ 072-947-3836（直通）
ＦＡＸ 072-956-0730
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－ 募 集 －  
【令和4年度】
会計年度任用職員の新規募集
　本市では、新年度から
会計年度任用職員として
一緒に働いていただける
方を募集しています。選考および任
用（採用）は各所属にて行いますの
で、市ウェブサイトの募集ページよ
り詳細をご確認のうえ、お問い合わ
せください。

［会計年度任用職員とは］地方公務員
法の規定に基づき、一会計年度（4 月
1 日～ 3 月 31 日）を超えない範囲で
任用される非常勤職員のことです。
■■問問  込込人事課
☎ 072-947-3809（直通）

公共施設循環福祉バスおよび
公用車広告主募集について
　公共施設循環福祉バスや公用車に
広告を掲載していただける方を募集
しています。※詳細は市ウェブサイ
トでご覧ください。
■■問問  管財用地課 車両担当

自衛官等募集
予備自衛官補 ≪一般・技能≫
�■■対対■■象象  所［一般］日本国籍を有する 18
歳以上 34 歳未満
 ［技能］日本国籍を有する 18 歳以
上で国家免許資格等を有する者（資
格により 53 ～ 55 歳未満の者）
■■申申■■込込   込込4 月 8 日㈮まで
■■試試■■験験■■日日   込込4 月 11 日㈪～ 17 日㈰の指
定される 1 日
自衛官候補生 ≪任期制自衛官≫
■■対対■■象象  所日本国籍を有する 18 歳以上
33 歳未満の者　■■申申■■込込   込込随時受付
■■試試■■験験■■日日   込込受付時に通知
■■問問  自衛隊大阪地方協力本部
　 富田林地域事務所 
☎ 0721-24-3799
℻ 0721-24-3999

災害時応急対策業務への建設工事協力業者の公募について
　災害の発生または発生のおそれがある場合において、被害の拡
大防止と被害施設の早期復旧などの応急対策業務にかかる羽曳野
市または羽曳野市水道事業からの要請に対し、速やかに協力して
いただける建設工事業者を公募します。
　公募要件を満たした建設工事業者とは協定を締結させていただ
きます。詳細は市ウェブサイトをご覧ください。【申込：3 月 25 日㈮まで】
■■問問  込防災企画課

東大阪ぎせんこう 令和4年度4月入校生（3月選考）について
　大阪府立東大阪高等職業技術専門校（東大阪ぎせんこう）は、ものづくりの
知識や技能を一から身に付けることのできる府立の専門校です。

募集科目 機械加工・営業科、機械 CAD デザイン科、ものづくり基礎科、溶接・
板金技術料、電気工事科

入校日 4 月 11 日㈪ 試験日 3 月 23 日㈬
選考方法 学科（国語、数学）および面接試験

申込 2 月 1 日㈫～ 3 月 10 日㈭まで居住地を管轄するハローワークで行
っています。※願書は東大阪ぎせんこうおよびハローワークで配布。

見学会 実施日程や開催の可否については当校ウェブサイトをご確認ください。
詳細はウェブサイト「東大阪ぎせんこう」で検索ください。
■■問問  込大阪府立東大阪高等職業技術専門校　☎ 072-964-8836
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「ビュースポットおおさか」募集中
　大阪府では、魅力ある景観や個性
豊かで多彩な景観を眺めることので
きる場所（ビュースポット）を、広
くご応募いただき、その中から選り
すぐりのスポットを「ビュースポッ
トおおさか」として発信しています。
ぜひご応募ください。詳細は大阪府
ウェブサイトからご確認ください。
■■期期■■間間  1 月 31 日㈪～ 5 月 6 日㈮
■■問問  込大阪府 建築部 建築指導室 建築企
画課調整グループ
☎ 06-6210-9718（直通）

大阪府ウェブサイト

羽曳野市緑の少年団 団員募集
　緑を愛し、守
り、育てる心を養
うことを目的に
活動をする子ど
も達の団体です。全国では、3,225
団体、約 33 万人が活動しています。

【活動内容】みどりにふれあう活動、
キャンプ、駅前花いっぱい活動、ふ
れあい学習活動など。
■■対対■■象象  所 市内在住の小学 3 年生～中学
3 年生までの男女（令和 4 年 4 月 2
日現在）
■■申申■■込込  3 月 11 日㈮まで
■■問問  みどり推進室
☎ 072-947-3708（直通）
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－ 催 し －  
「はびきの探訪フォトラリー」
を実施します
　3 月 1 日㈫～ 27 日㈰に、「はびき
のガイドマップ」に掲載の観光スポ
ットの内 5 カ所の写真を撮影し（応
募者ご自身が入ったもので、撮影日
がわかるもの）、メールまたは印刷
したものを観光課まで持参ください。
　各観光スポットにはあらかじめポ
イントがついています。（どこが高ポ
イントであるかはお楽しみ）合計ポ
イントが上位の方に、素敵な「はび
きのの特産品」をプレゼントします。
参加賞もあります。
　詳細は 3 月号広報、市ウェブサイ
トをご覧ください。
■■問問  観光課

古代史見学会　「新沢千塚古墳群と貝吹山・北山麓に点在する古墳を巡る」
　新沢千塚古墳群は総数 600 基からなる日本を代表する群集墳で「渡来人の奥
津城」として大変有名です。また、周辺の古墳も巨石が用いられ見どころ満載
の地域です。とと
■■とと■ ■ きききき 2 月 20 日㈰10:00 集合（少雨決行）　■■場場■■所所  所 近鉄南大阪線・橿原神宮西口
駅改札口（橿原神宮前駅から1つ大阪よりの駅、急行は停車しません。）
■■￥￥   象象200 円（資料代など）＋300 円（博物館入場料）
■■申申■ ■ 込込込込 事前申込不要・昼食持参・自転車での参加不可
コース：橿原神宮西口駅 ~ 歴史に憩う橿原市博物館 ~ 新沢千塚古墳群（トイレ・昼食）
~ 宣化天皇陵（鳥屋ミサンゼイ古墳）~ 倭彦命墓（桝山古墳）~ 小谷古墳 ~ 沼山古墳 ~
益田岩船 ~ 近鉄吉野線・岡寺駅（15:30 解散予定・約 7 ㎞）
■■問問  NPO 法人フィールドミュージアムトーク史遊会 事務局

（至田）携帯 090-3825-6412　メール shiday@maia.eonet.ne.jp

－ 講 座 －   羽曳野市地域しごと支援事業　～介護事務講座受講生募集！！～
■■とと■ ■ きききき 2 月25 日㈮・28 日㈪・3 月 4 日㈮・11日㈮・14 日㈪・18 日㈮
　　 9:30 ～15:30（休憩 60 分）※全 6 回
■■場場■■所所  所LIC はびきの2 階 中会議室 B　■■定定■■員員  員20 人（応募者多数の場合抽選）
■■対対■■象象   次の全てを満たす方
①市内在住の方　②介護事務職を希望する方　③全日程に出席できる方
※学生、新卒者、現在働いている方（正社員・自営業者）、就職意思のない方は対象外
※�40 歳未満の方と羽曳野市地域就労支援センターまたは福祉総務課、生活福祉課、

家庭支援課の推薦者を優先します。受講の可否は、郵送でお知らせします。
※当市地域しごと支援事業を過去に受講された方は、お断りする場合があります。
■■￥￥   ￥￥5,500 円（テキスト代）　■■申申■ ■ 込込込込 産業振興課および市内公共施設に備え付け、ま
たは市ウェブサイトからダウンロードした申込書に必要事項を記入し、FAX、郵送
または持参ください。（2 月14 日㈪必着）
■■問問  産業振興課（〒583-8585 誉田 4-1-1）　FAX 072-950-2055

定期上級救命講習
　AED（自動体外式除細動器）の使
用方法を含めた応急手当など、応急
手当 WEB 講習を含む上級救命講習
Ⅰを実施します。受講後に終了証を発
行します。
■■とと■ ■ きききき 3 月12日㈯ 9:30 ～17:30
　　 （ウェブ講習終了者は10:30 ～）
■■場場■■所所  所柏原市立健康福祉センター
　　 （柏原市大県 4-15-35）
※駐車場なし。公共交通機関をご利
用ください。
■■対対■■象象   柏原市・羽曳野市・藤井寺市に
在住・在勤・在学の方
■■定定■■員員  員20 人（先着順）
■■申申■ ■ 込込込込 電話申込（2 月10 日㈭ 9:00 ～）
■■問問  柏原羽曳野藤井寺消防組合
　 消防課 消防係
☎ 072-958-9937

篆
てんこく
刻体験教室

■■とと■ ■ きききき 3 月 10 日㈭ 13:30 ～ 15:30
■■場場■■所所  所ＭＯＭＯプラザ
■■対対■■象象  所どなたでも　■■定定■■員員  員8 人
■■申申■■込込  受付中
■■￥￥ 1,500 円（材料費込）
■■問問  MOMO プラザ
☎ 072-957-5553

円想の小間を使って「お茶席体験」
■■とと■ ■ きききき 2 月 13 日㈰ 11:00/12:00/
13:00/14:00/15:00（各 1 時間）
■■場場■■所所  所はびきの庵 円想
■■対対■■象象  所どなたでも　■■定定■■員員  員各時間 3人
■■申申■■込込  受付中　■■￥￥ 1,500 円
■■問問  MOMO プラザ
☎ 072-957-5553

羽曳野塾（移動公民館事業）
R3-52 初めてのクラフトバンド手芸
～さくら咲く小物入れ～
　クラフトバンドの組み方、編み方の
基礎を楽しく学びましょう。
■■とと■ ■ きききき 3 月10 日㈭13:30 ～16:00
　　 （受付13:00 ～）
■■場場■■所所  所緑と市民の共同ふれあいプラザ
　　 （エコプラザはにふ）
■■対対■■象象   市内在住・在勤・在学の方
■■定定■■員員  員15人　■■￥￥   ￥￥材料費 500 円
■■持持■■物物   込込速乾性木工用ボンド・洗濯ばさ
み５～６本・はさみ・手拭き用タオル
■■申申■■込込・■■問問  電話申込（2 月 8 日㈫～22
日㈫10:00 ～12:00 ※㈯㈰㈷除く）

（山見）携帯 090-4293-8450
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《19 日㈯・20 日㈰・27 日㈰》
午前クラス  9:30 ～12:30
午後クラス 13:30 ～16:30
●東教室（市役所会議室）
●西教室（あいあいハウス［支所北隣］）

■■対対■■象象   象象中学生（市内在住・在学）
■■￥￥   象象無料　
■■申申■ ■ 込込込込 随時受付中！
詳しくは、市ウェブサイトまたは担当まで。

《大学生サポートスタッフ募集中！》
■■問問   問問政策推進課 特命事業推進室

はびきの中学生 study-O
－2 月の日程 －

はびきの市民大学　☎072-950-5503　FAX 072-950-5650
詳細は市民大学ウェブサイトをご覧いただくか、お問い合わせください。
聴講生募集　宮沢賢治と芸術・文化
■■とと■ ■ きききき 2 月 6 日・13 日・20 日㈰13:00 ～14:30
■■場場■■所所  所LIC はびきの 3 階 視聴覚室　■■￥￥   ￥￥各 800 円（当日支払）
■■申申■ ■ 込込込込 各講義日1週間前～前日まで（来館・電話・FAX）
公開講座 Myおはしづくりワークショップ
カンナを使って、角棒から自分の手にあったお箸を作りませんか？
■■とと■ ■ きききき 3 月27日㈰［午前の部］10:00 ～12:00［午後の部］13:30 ～15:30
■■対対■■象象   どなたでも　■■場場■■所所  所LIC はびきの2 階 交流ギャラリー
■■定定■■員員  員各30 人（先着順）　■■￥￥   ￥￥1,000 円（来館・銀行振込）
■■申申■ ■ 込込込込 3 月20 日㈰まで（来館・電話・FAX）
※未就学児～小学校低学年のお子様は、保護者同伴でご参加ください。
※座席の間隔を保つため、小学 3 年生以上の付添の方の入室はご遠慮ください。

白鳥児童館だより（2月）　　翠鳥園 2-9-101  ☎・ＦＡＸ 072-957-4900　※駐車場はありません。
【利用時間】㈪～㈯10:00 ～12:00/13:00 ～17:00 ※㈷除く　■■対対■■象象 � �小学生・保護者同伴の乳幼児　■■申申■ ■ 込込込込 電話受付（9:00 ～）
絵本のへや（絵本・紙芝居など） ■■とと■ ■ きききき 7日㈪・28 日㈪10:30 ～ 11:00
将棋であそぼう ■■とと■ ■ きききき 9 日㈬15:30 ～16:30

【わくわく子育て広場】かんたん手作りおもちゃ ■■とと■ ■ きききき 14 日㈪10:30 ～ 11:30
【みんなで遊ぼう水曜日】鬼ごっこをしよう！ ■■とと■ ■ きききき 16 日㈬15:00 ～ 16:00

【トライルーム】おひなさまかざり作り ■■とと■ ■ きききき 19 日㈯10:00 ～ 12:00　■■対対■■象象   ��1 ～ 3 年生　■■定定■■員員  員10 人（先着順）
■■申申■ ■ 込込込込 電話のみ（5 日㈯～ 18 日㈮）　■■￥￥   ￥￥100 円（当日持参）

【チャレンジルーム】ビーズキーホルダー作り ■■とと■ ■ きききき 19 日㈯14:00 ～ 16:00　■■対対■■象象   ��4 ～ 6 年生　■■定定■■員員  員10 人（先着順）
■■申申■ ■ 込込込込 電話のみ（12 日㈯～ 18 日㈮）　■■￥￥   ￥￥100 円（当日持参）

※申し込みが必要な事業については羽曳野市民に限ります。　※入館人数と利用時間を制限する場合があります。

青少年児童センターだより （2月）　向野3-1-33 　☎ 072-952-0032  ＦＡＸ 072-937-8580
［一般開放］㈪～㈮13:00 ～17:00・㈯ 9:00 ～17:00　※㈷・12 月29 日㈬～1月 3 日㈪除く
将棋教室
～興味を持った人は、気軽にご参加ください～

■■とと■ ■ きききき 5 日・12日・19 日・26 日㈯15:00 ～16:00（変更の場合あり）
■■対対■ ■ 象象象象 概ね小学1～ 6 年生

【おもしろ教室】ひな飾りガーランド
～アイロンビーズを使ってガーランドを作ります～

■■とと■ ■ きききき 12日㈯10:00 ～ 11:30
■■対対■■象象   幼児と小学生（小学 1 年生まで保護者同伴）　■■定定■■員員  員15 人（先着順）

【子育てセミナー】親子体操
～親子で楽しく体を動かしましょう～

■■とと■ ■ きききき 12日㈯10:00 ～ 11:30　■■対対■■象象   どなたでも可（3 ～ 4 歳向け）
■■場場■ ■ 所所所所 同センター体育館　■■持持■■物物   込込体育館シューズ（親子とも）
※初めての方は、電話にて事前登録が必要です。

市民会館、各コミュニティセンター教室生募集　申込みは窓口まで。詳細はウェブサイトまたはお問い合わせください。
市民会館
☎072-958-2311

丹治はやプラザ
☎072-937-2355

石川プラザ
☎072-950-2002

ＭＯＭＯプラザ
☎072-957-5553

歌声くらぶ
ピラティス
フラワーアレンジメント
（2月25日㈮）
歌声コンサート
（2月13日㈰14:00～）

女性のための瞑想・癒しヨガ
歌声くらぶ
リフレッシュヨガ
太極拳
民踊
はじめてのフラダンス
癒しのストレッチポールとヨガ

歌声くらぶ
健康・美人大学
土曜ベーシックヨガ
やさしいヨガ
ママヨガ
フラダンス
ゆぅ～遊太極拳
背骨コンディショニング

ベビーダンス
キッズ☆ベビーダンス
リフレッシュヨガ
ベーシックヨガ
ストレッチヨガ
背すじ美人
書を楽しむ
簡単！おうちパン

●�本紙掲載の講座や催しなどは、新型コロナウイルス感染症の拡大状況などにより、内容の変更や、延期・中止の可能性があります。
●当日の体温 37.5 度以上の方、風邪症状のある方は参加できません。

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】
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市民体育館（西浦）教室開催中　参加者募集中　
市民体育館（西浦）  ☎ 072-958-2340
ミニバスケット教室
3 月17日まで　㈭18:30 ～20:00　■■￥￥   ￥￥5,240 円
整ヨガ教室
3 月 28 日まで　㈪ A ｸﾗｽ18:30 ～19:30・B ｸﾗｽ19:50 ～
20:50　■■￥￥   ￥￥3,500 円
朝ヨガ教室
3 月12 日まで　㈯ A ｸﾗｽ 9:30 ～10:30・B ｸﾗｽ10:50 ～
11:50　■■￥￥   ￥￥3,500 円
女性のナイトヨガ教室
3 月 24 日まで　㈭ A ｸﾗｽ18:30 ～19:30・B ｸﾗｽ19:50 ～
20:50　■■￥￥   ￥￥3,500 円
カラダほぐし教室
3 月17日まで　㈭ 9:30 ～10:30　■■￥￥   ￥￥5,100 円
ポタヨガ教室
3 月17日まで　㈭10:45 ～11:45　■■￥￥   ￥￥5,100 円
各教室全10 回　参加費にスポーツ保険料込
詳しくは市民体育館ウェブサイトをご覧ください。

掲載の教室等については、新型コロナウイルス感染症の拡大状況などにより、内容の変更や、
延期・中止の可能性があります。

はびきのコロセアム教室参加者募集　
はびきのコロセアム  ☎ 072-937-3123

（電話申込不可、代理可、申込時に参加費ご持参ください）
大阪エヴェッサチアダンススクール 受付 2 月 28 日㈪ 9:00 ～
■■とと■ �■ �きききききき 3 月7･14･21･28 日㈪ キッズ17:00 ～ジュニア18:15 ～
■■対対■■象象  � �象象象象キッズ（4 歳～年長）ジュニア（小学1～3 年）市外可
■■定定■■員員   員員各クラス 20 人　■■￥￥   ￥￥6,600 円（保険料込）

強い心と体を作ろう！　羽曳野柔道教室　教室生募集
楽しみながら成長できる柔道教室、見学・体験も行ってい
ただけます。主催：羽曳野市体育協会　柔道連盟
■■場場■■所所   所所羽曳野市立峰塚中学校 柔道場
■■とと■ ■ きききき 4 月 8 日㈮より毎週㈫・㈮ 18:30 ～ 20:00
　　（両日参加または 1 日参加でも可能）
■■対対■■象象   象象市内在住の小学生・中学生　男女
■■￥￥   ￥￥1,000 円 / 月　（保険料：年間 800 円）
■■問問   問問体育協会柔道連盟　☎ 072-957-2901（高木）

府立高等学校のグラウンドを一般開放します
懐風館高等学校よおび西浦支援学校のグラウンドを、学校
行事に支障の無い範囲で、一般開放します。なお、利用に
関しては年１回「学校施設利用団体登録」が必要になりま
す。※登録をしていない団体は学校施設を利用できません。
また、年間途中での登録はできませんので、必ず以下の登
録申込期間内に登録ください。
■■対対■■象象   象象��象象原則として10 人以上の市内在住または在勤者で編成

された社会人チーム
【利用期間】令和４年 5月１日～令和５年３月 31日
【開放施設】グラウンド
懐風館高校：軟式野球、ソフトボール、サッカー等
西浦支援学校：グラウンド･ゴルフ、ゲートボール等
■■申申■■込込  込 2 月1日㈫～2 月15 日㈫　スポーツ振興課まで持参
または郵送（到着確認必須）FAX 不可。
書類配布：スポーツ振興課・はびきのコロセアム・市民体育
館で配布。
■■問問   問問スポーツ振興課

第22回大阪府障がい者スポーツ大会参加者募集（予定）
○陸上競技　5 月 8 日㈰ 万博記念競技場
○卓球・STT　5 月 28 日㈯ 東和薬品 RACTAB ドーム
○アーチェリー　5 月 15 日㈰ 浜寺公園アーチェリー場
○ボウリング　5 月 21 日㈯ 牧野松園ボウル　
○フライングディスク　5 月 22 日㈰ ファインプラザ大阪
○水泳　5 月 14 日㈯ 東和薬品 RACTAB ドーム
〇ボッチャ　5 月 29 日㈰ ファインプラザ大阪
■■とと■  �■  �きききききききき 2 月 8 日㈫～ 3 月 11 日㈮（予定）
参加申込書（障害福祉課で配布）に必要事項を記入し、障
害福祉課までお申し込みください。
■■問問   問問障害福祉課　☎ 072-947-3824　FAX 072-957-1238

ＳＳＫテニススクール（駒ヶ谷テニスコート）　
申込受付は　☎ 072-957-5963
※詳細はウェブサイトをご覧ください。
ジュニアテニスクリニック＆ジュニアマッチ
練習会のご案内
自身で試合を行える方ならどなたでもご参加頂けます！とと
■■とと■  �■  �きききききききき 毎週土曜日※雨天中止 
　  　9:00 ～11:00　  ジュニアテニスクリニック
　　 13:00 ～17:00　 ジュニアマッチ練習会
■■定定■■員員  � �象象象象テニスクリニック　8 人 マッチ練習会　8 人
■■￥￥   ￥￥ジュニアテニスクリニック・ジュニアマッチ練習会
    各 一般：3,000 円　在籍：2,000 円
    ジュニアクリニック・ジュニアマッチ練習セット
    一般：5,000 円　在籍：3,000 円
    ※税込、当日会場にてエントリー時に徴収いたします。
■■申申■■込込  込各開催日1週間前までに、電話にてお申込ください。
       尚、お申込後のキャンセルはお受け致しません。
       ご了承ください。
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羽曳野市社会福祉協議会 総合福祉センター（市役所別館）2階　☎072-958-2315　 FAX 072-958-3853
http://www.hasyakyo.net/　Eメール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

公益社団法人 羽曳野市シルバー人材センター 野々上 4-5-12　☎ 072-936-1500　FAX 072-936-1511
http://habikinosc.ec-net.jp　Eメール：habislv@silver.ocn.ne.jp

シルバー会員募集中
■■対対■■象象   象象・市内在住の 60 歳以上の健康で働く意欲のある方
　　 ・事業趣旨に賛同していただける方
■■入入■■会会   きき入会説明会（必須）後、申込書類・（※）年会費 2,000 円を期日までに提出
してください。（※）令和 3 年 4 月分～令和 4 年 3 月分（入会日から1年分ではありません。）
≪入会説明会≫ 事業説明・入会手続きの案内など　※出張の説明会も実施。
市役所別館2階 研修室 2月8日㈫・3月8日㈫13:30 ～
シルバーワークプラザ 研修室 2月18日㈮・3月18日㈮13:30 ～

シルバー人材センターへの仕事依頼　公共的、公益的な団体です。
　安心して仕事をお任せください。見積無料！お気軽にご依頼ください。

【軽作業】【マンションなどの清掃】【庭・空き地の草刈り】【荷物出し】【施設管理】
【一般・経理事務】【筆耕・毛筆】【修理】【家事援助・介護サービス】

会員手作り布マスク販売中
■■￥￥   ￥￥1枚 300 円（税込）
・シルバー人材センター事務所
・自転車修理店「ちゃりんこ」（古市 4-5-1）

シルバー貸農園 残り2区画です！
　家庭菜園に興味がある方は、お問
い合わせください。	
■■場場■■所所  所南恵我之荘 5-748・721	
■ ■ ￥￥￥￥ 1区画：6,000 円、2 区画：9,000 円
　 （1年契約、4m×4m）

腐葉土販売中　完全国産！
ふるい通しの良質な腐葉土です。
1 本からでも無料で配達します。
■ ■ ￥￥￥￥ 10 リットル袋：180 円
　 20 リットル袋：300 円

社会福祉法人

歳末たすけあい運動募金として
大阪東部ヤクルト販売㈱　40,000 円（令和３年12 月 敬称略）
そのほか多数のご支援ありがとうございました。

愛の献血にご協力を♡（400ml 限定）
2 月 4 日㈮10:00 ～16:30LIC はびきの（羽曳野ライオンズクラブ共催）
＊献血カードをお持ちの方は、【献血方法別の次回献血可能日】をご確認ください。
＊本人確認のため、受付時に本人確認書の提示をお願いする場合があります。

「ベビっこひろば」2 月はお休みです。
■ ■ 問問問問 ベビーハウス社協　☎ 072-930-0240

善意のご寄付ありがとうございます
￥2,000
￥100,000
￥36,656
￥5,000

￥14,000

￥20,000
￥10,000
￥3,000
￥2,000
20 箱入 2 ケース

四ツ葉のクローバー 涌元 順子
阪南清掃㈱
ボーイスカウト羽曳野第 1 団
恵我之荘聖マタイ協会
㈲小林エンジニアリング
㈲ふらっとヤマウチ
浅田 照次
浅田 悦弘
服部 品子
匿　　名
原　　誠　ポリエチレングローブ

（令和 3 年 12 月 敬称略）

羽曳野羽曳野けいさつけいさつ署署こちらこちら 誉田 4-2-1   ☎ 072-952-1234  羽曳野警察署 検 索

少年剣道・柔道練習生募集
［練習日時］毎週㈪・㈬16:30 ～19:00
［練習場所］羽曳野警察署 4 階 剣道場・柔道場
［対　　象］羽曳野市・藤井寺市在住の小学校新 3・4 年生（各 5人程度）
［受　　付］3 月1日㈫ 9:30 ～（場所：羽曳野警察署）
　　　　　 ※先着順、当日整理券を配布する場合があります。

［問 合 せ］羽曳野少年柔道剣道推進会事務局（羽曳野警察署生活安全課少年係）
　　　　　 ☎ 072-952-1234（内線 271）
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相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

1日㈫・8日㈫・15日㈫・22日㈫
3月1日㈫13:00〜 17:00

市役所1階 市民相談室 要予約 ☎ 072-957-4000 　定員 7人（1日）、相談時間30分
●市内在住・在勤・在学の方対象
●相談回数は1人 1回（年度内）
●陵南の森総合センターでは靴下着用（素足厳禁）

3日㈭・17日㈭・3月3日㈭
13:00〜 17:00

陵南の森総合センター

行政相談 9日㈬13:00〜 15:00 市役所1階 市民相談室
国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。☎072-958-1111内線1070

人権相談 18日㈮14:00～ 16:00 市役所別館3階 会議室
人権について困ったことがあればご相談ください。
予約不要。直接お越しください。☎072-958-1111内線1053

女性相談

2日㈬・18日㈮・3月2日㈬
13:30〜 16:30

市役所4階 人権推進課（電話・面接）人間関係、暴力（DV・虐待等）、からだのことなど、女性が抱える悩
みを専門の相談員が一緒に考えます。要予約。
☎072-958-1111内線105516日㈬13:30～ 16:30 陵南の森総合センター（面接）

消費生活相談
㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］
10:00〜 12:00　13:00～ 16:00
※受付15:30まで

市役所2階 消費生活相談室
契約上のトラブル、悪質商法による被害、クーリング・オフなどに関
するご相談。☎072-947-3715（まずはお電話ください※予約優先）

障害者生活相談

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00〜17:30

支援センターはる
身体・知的障害者の方のご相談、障害者の就業に関するご相談。
☎ 072-931-1607／ＦＡＸ 072-931-2030

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
8:45〜17:00

地域支援センターばんびーの
18歳未満の障害児の方のご相談。
☎072-950-1530／ＦＡＸ 072-950-1531

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
10:00〜 17:00

相談支援事業所フレンドハウス
精神障害者の方のご相談。
☎072-937-7898／ＦＡＸ 072-937-7898

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00〜16:00

支援センターホープ
精神障害者の方のご相談。
☎072-957-2175／FAX 072-957-2176

障害者雇用相談 第3㈭13:00～ 17:00 市役所 Ａ棟 西会議室
障害福祉課に予約。
☎072-958-1111内線 1150／ＦＡＸ 072-957-1238

育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00〜17:00 保健センター ☎072-956-1000

教育相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］10:00〜 16:00 教育研究所（LICはびきの内） ☎072-958-7867

家庭児童相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00〜17:00 市役所 1階 家庭支援課 家庭支援課に予約。☎072-947-3837 （直通）

ひとり親家庭相談 毎週㈫㈮9:15〜17:00 市役所 1階 家庭支援課 家庭支援課に予約。☎072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00〜17:00
子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308   ［むかいの］ 携帯 080-7536-7898

総合相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00〜17:00 人権文化センター
人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直接お
越しください。　地域人権協議会　☎072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

第1㈮13:00～ 17:00 市役所別館1階 相談室
南河内若者サポートステーション　☎0721-26-9441

第3㈮13:00～ 17:00 市民会館3階 第 6会議室

ボランティア相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00〜17:00 市役所別館2階 （社会福祉協議会）
社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-958-2315

総合福祉相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00〜17:00
①市役所別館2階（社会福祉協議会）
②社会福祉協議会　西部事務所

社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
①☎ 072-958-2315　②☎ 072-953-8067

介護相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00〜17:00
市役所A棟1階
（社会福祉協議会在宅支援課）

予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-950-0950

生活自立相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00〜17:00 市役所別館2階（社会福祉協議会）
生活困窮のさまざまな原因に支援員が相談に応じて支援計画を策定
し、その方にあった自立に向けて支援を行います。
予約不要、直接お越しください。電話相談可。☎072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00〜17:00 LICはびきの1階 市民大学
☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650
市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 第3㈫13:00〜 16:00 市役所2階 農業委員会事務局
前日までに予約。先着3人。
☎ 072-958-1111　農業委員会事務局まで

地域就労相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00〜17:00
地域就労支援センター（人権文化セ
ンター内および 産業振興課内）

電話または直接お越しください。☎072-937-0860
（就職斡旋は行っておりません。） 

青少年相談コーナー
（16 ～おおむね 25 歳）

㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00～17:45
大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）を
専門の担当者がお受けします。☎0721-25-1553

2月の相談日程（無料）
お気軽にご相談ください

※相談当日はマスクを着用
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催を見合わせる場合があります。
※事前に自宅で検温し、発熱や体調不良のある方は来場をお控えください。
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俳
句
・
川
柳
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い

ま
せ
ん
。
初
め
て
の
方
や
し
ば
ら
く

掲
載
し
て
い
な
い
方
を
優
先
し
て
い

ま
す
。
投
稿
の
作
品
・
氏
名
に
は
、

必
ず
ふ
り
が
な
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

（
あ
て
先
）
5
8
3
・
8
5
8
5

 

　
　
　
　
羽
曳
野
市
役
所 

秘
書
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

広
報
担
当

　【
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
】

父
が
逝ゆ

く

　
病び

ょ
う
そ
う窓か

ら
の

　
　
流な

が
れ
ぼ
し

星
群

　
　
　
　
　
内
藤 

喜
美
江

年
明
け
て

　
心
疲
れ
る

　
　
オ
ミ
ク
ロ
ン

　
　
　
　
　
塩
野 

秀
子

鬼
は
外

　
コ
ロ
ナ
に
勝
る

　
　
鬼
は
無
し

　
　
　
　
　
三
崎 

伴
子

風 

流 

韻 

事

市
民
の
み
な
さ
ん
の
趣
味
の
欄
で
す

広告掲載に関する問い合わせは  合同会社 IM総合企画  ☎ 072-275-5449

広 

告

裕の会踊ります
■■とと■■きき   きき3 月 6 日㈰13:30　■■￥￥   ￥￥無料
■■場場■■所所  所LIC はびきの 3 階 音楽実習室
■■問問   問問芳柳　携帯 090-8936-6297

親子リトミック教室
「プティ☆りずみっく」体験レッスン
■■とと■■きき   きき3 月24 日㈭・4 月7日㈭
　　 10:00/11:00
■■場場■■所所  所LIC はびきの 3 階 セミナー室 B
■■対対■■象象   象象1歳すぎ～未就園児￥￥
■■￥￥   ￥￥500 円（1回 40 分）
■■申申■■込込・■■問問   問問林　携帯 090-1444-8372

パソコン「ワード実用講座・お役
立ちツールの利用」
■■とと■■きき   きき各日13:30 ～ 16:00
① 3 月 3 日㈭ �ゲートボール大会案内

の作成
② 3 月 10 日㈭ 賞状の作成
③ 3 月 17日㈭ ポスターの作成
■■場場■■所所  所市民会館 2 階 会議室
■■対対■■象象   象象20 歳以上で初心者の方
■■定定■■員員   員員12 人（多数の場合抽選）
■ ■ ￥￥￥￥ 1,300 円（3 回分 / テキスト代込）
■■申申■ ■ 込込込込 はがき［郵便番号・住所・氏名（ふ
りがな）・電話番号を記入］
2 月 10 日㈭必着。
〒 583-8585 羽曳野市社会福祉協
議会気付、羽曳野 ITサポート会宛。 
※当会ウェブサイトから申込み可。
■■問問   問問羽曳野 ITサポート会（本田）
☎ 072-939-3733
携帯 090-5169-9031

はびきのおもちゃ病院
■■とと■■きき   きき2 月13 日㈰ 9:00 ～12:00
■■場場■■所所  所市役所別館 2 階
■■￥￥   ￥￥部品交換の場合は実費負担
■■問問   問問羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-958-2315（平日のみ）

古市古墳群コフニスト養成講座
「古市古墳の見方⑥＝南部の古墳（現地）」
■■とと■■きき   きき3 月5 日㈯12:30 ～16:00
■■場場■■所所   問問古市駅東広場（12:00 受付）
■■講講■■師師   象象大阪国際大学教授 笠井敏光氏
■ ■ ￥￥￥￥ 500 円（資料代など）
■■定定■■員員   込込30 人（先着順）
■■申申■ ■ 込込込込 メール（2月3日㈭～26日㈯）［住
所・氏名・電話番号を記入］
メール fieldmuseumtalk.shiyukai@gmail.com
■ ■ 問問問問 NPO 法人フィールドミュージアム
トーク史遊会（至田）
携帯 090-3825-6412

おとなの講座
自力整体教室 第1・3 ㈫ 15:00 ～16:30
手編み教室 第 3 ㈪ 14:00 ～ 16:00
はがき絵教室 第 3 ㈭ 14:00 ～ 16:00
書道教室 毎週㈫ 14:30 ～ 16:00
■■申申■・■・込込込込 ■ ■ 問問問問 NPO 法人南河内こどもス
テーション　☎・FAX 072-957-1114



 

第
4
回
定
例
会

市議会市議会だだよよりり

　

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
は
11
月
30
日
か
ら
12

月
24
日
の
25
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
関
す

る
諮
問
、
各
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、

「
性
教
育
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」、
令
和
３
年

度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
補
正

予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
審
議
結
果
と
11
名
の
議
員
に
よ
る
一
般

質
問
の
内
容
及
び
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

審
査
内
容
等
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

1

11
月
30
日
㈫

12
月
９
日
㈭

12
月
10
日
㈮

12
月
14
日
㈫

12
月
15
日
㈬

12
月
16
日
㈭

12
月
17
日
㈮

12
月
20
日
㈪

12
月
24
日
㈮

〇
本
会
議
１
日
目

 

・
議
案
審
議

〇
本
会
議
２
日
目

 

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

〇
幹
事
長
会
議

〇
本
会
議
３
日
目

 

・
一
般
質
問
（
６
議
員
質
問
）

〇
全
員
協
議
会

〇
幹
事
長
会
議

〇
総
務
文
教
常
任
委
員
会

〇
議
会
運
営
委
員
会

〇
本
会
議
４
日
目

　
　
　
　（
追
加
議
案
審
議
）

〇
民
生
産
業
常
任
委
員
会

〇
議
会
運
営
委
員
会

〇
本
会
議
５
日
目

 

・
委
員
長
報
告
等

〇
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

〇
幹
事
長
会
議

◇◇
定
例
定
例
会
の
あ
ゆ

会
の
あ
ゆ
みみ
◇◇

〒583-8585  羽曳野市誉田 4-1-1
 羽曳野市議会事務局　℡ .072-958-1111
 羽曳野市ウェブサイトからもご覧いただけます。
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議案番号 件　　　名 結　果
議　案     67

68
69

70

71
72
73
74
75
76

77
78
79

80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90

教育委員会委員の任命に係る同意について
指定管理者の指定について（羽曳野市市民会館及び羽曳野市立古市集会所）
指定管理者の指定について（羽曳野市立羽曳が丘コミュニティセンター（はびきの庵円想を含む。）、
羽曳野市立丹比コミュニティセンター及び羽曳野市立東部コミュニティセンター）
指定管理者の指定について（羽曳野市立道の駅しらとりの郷羽曳野及び羽曳野市立健康ふれあい
の郷グラウンド・ゴルフ場）
指定管理者の指定について（羽曳野市立南食ミートセンター）
指定管理者の指定について（羽曳野市立向野共同浴場）
指定管理者の指定について（羽曳野市立生活文化情報センター）
指定管理者の指定について（羽曳野市立総合スポーツセンター）
指定管理者の指定について（羽曳野市立市民体育館及び羽曳野市立市民体育館屋外テニスコート）
指定管理者の指定について（羽曳野市立グレープヒルスポーツ公園及び羽曳野市立駒ヶ谷テニス
コート）
職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市長期優良住宅の普及の促進に関する法律に係る事務手数料条例の一部を改正する条例の
制定について
羽曳野市敬老祝金条例を廃止する条例の制定について
令和３年度羽曳野市一般会計補正予算（第 11 号）
令和３年度羽曳野市一般会計補正予算（第 13 号）
令和３年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和３年度羽曳野市と畜場特別会計補正予算（第１号）
令和３年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和３年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和３年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第２号）
令和３年度羽曳野市下水道事業会計補正予算（第１号）
令和３年度羽曳野市一般会計補正予算（第 12 号）
令和３年度羽曳野市一般会計補正予算（第 14 号）

同　　意
即日原案可決
即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

原案可決
即日原案可決
即日原案可決

原案可決
即日原案可決

原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

諮　問　 　 2 人権擁護委員の推薦について 同　　意

意　見     　6 性教育の充実を求める意見書 即日原案可決

諸般の報告 報　　告

議案番号 事　　　項
議　案      82 令和３年度羽曳野市一般会計補正予算（第 13 号）【計数整理後】

議　案　　89 令和３年度羽曳野市一般会計補正予算（第 12 号）【計数整理後】

 第 4 回定例会で審議された案件と議決結果

 【議案第 82 号及び議案第 89 号の計数整理について】
 　  ※議案第 89 号を議案第 82 号より先に可決したため、以下のとおり議決の順に計数整理を行った。

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対

議 案 等
番　  号

会派名 大阪維新の会大阪維新の会 市民クラブ市民クラブ 公明党公明党 自由民主党・自由民主党・
もっと羽曳野議員団もっと羽曳野議員団 日本共産党日本共産党

 

議
員
名

      

　
結 

果

沼
元
　
彩
佳

百
谷
　
孝
浩

大
坪
　
正
尚

竹
本
　
真
琴

上
薮
　
弘
治

花
川
　
雅
昭

今
井
　
利
三

樽󠄀
井
佳
代
子

金
銅
　
宏
親

外
園
　
康
裕

通
堂
　
義
弘

笠
原
由
美
子

松
井
　
康
夫

黒
川
　
　
実

田
仲
　
基
一

笹
井
喜
世
子

南
　
　
　
玲

渡
辺
　
真
千

議案 77 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠
席

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ×

議案 80 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ×

※花川雅昭議員は議長職のため採決には加わらず。
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大
坪
正
尚
（
大
阪
維
新
の
会
）

︽
道
徳
教
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　
道
徳
教
育
の
中
で
い
じ
め
問
題
を

題
材
に
授
業
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

小
・
中
学
校
と
も
教
科
書
の
い
じ

め
防
止
に
関
す
る
題
材
を
基
に
し
た
授
業
が

行
わ
れ
て
い
る
。

●
質
問　
子
ど
も
た
ち
に
命
の
重
さ
を
教
育

現
場
で
ど
の
よ
う
に
伝
え
、進
め
て
い
く
の
か
。

●
答
弁　

言
葉
と
し
て
理
解
す
る
の
で
は
な

く
、
様
々
な
体
験
の
中
で
心
か
ら
実
感
し
、

そ
の
実
感
が
具
体
的
な
行
動
へ
つ
な
が
る
教

育
を
進
め
て
い
る
。

●
要
望　
い
じ
め
問
題
の
早
期
発
見
に
お
い

て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
取
組
を

今
後
も
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
子
ど
も
た

ち
を
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
し
な
い
と
い

う
目
的
の
下
、
今
後
も
よ
り
一
層
道
徳
教
育

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

《
市
営
の
運
動
施
設
に
つ
い
て
》

●
質
問　
年
末
年
始
に
開
館
す
る
場
合
の
問

題
点
は
。

●
答
弁　

一
部
の
利
用
者
の
受
益
と
な
ら
な

い
よ
う
公
平
性
に
十
分
配
慮
し
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設

に
つ
い
て
は
事
業
者
と
の
協
議
が
生
じ
る
。

●
質
問　
ニ
ー
ズ
を
拾
い
上
げ
な
が
ら
試
験

的
に
で
も
行
っ
て
い
く
つ
も
り
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

試
験
的
、
限
定
的
な
開
館
も
一
つ

の
手
法
と
考
え
て
い
る
。
公
平
性
に
も
十
分

配
慮
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
い
ち
早
く
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、

他
の
自
治
体
が
行
っ
て
い
な
い
取
組
を
実
施

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
東
側
エ
リ
ア
の
交
通
状
況
に
つ
い
て
》

●
質
問　
新
町
交
差
点
で
大
型
ダ
ン
プ
カ
ー

が
通
行
し
、
危
険
で
渋
滞
す
る
問
題
を
改
善

さ
せ
る
方
法
と
し
て
、
古
市
1
5
3
号
線
南

阪
奈
道
路
高
架
下
に
新
た
な
交
差
点
を
造
る

に
当
た
り
ク
リ
ア
す
べ
き
問
題
点
は
。

●
答
弁　

信
号
と
併
せ
て
整
備
す
る
こ
と
が

安
全
上
不
可
欠
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
と
の

協
議
で
は
、
南
阪
奈
道
路
本
線
の
耐
震
対
策

が
完
了
す
る
ま
で
右
折
レ
ー
ン
を
設
置
す
る

本
線
高
架
下
用
地
の
協
力
は
難
し
い
と
い
う

結
果
で
あ
っ
た
。

●
要
望　
新
た
な
交
差
点
と
新
町
交
差
点
に

関
わ
る
東
西
道
路
の
拡
張
は
周
辺
住
民
の
悲

願
で
あ
り
、
大
き
く
交
通
状
況
が
変
わ
る
こ

の
と
き
に
積
極
的
に
問
題
解
消
へ
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

《
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
に
つ
い
て
》

●
質
問　
窓
口
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
の
進
捗

状
況
は
。

●
答
弁　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

入
り
口
と
し
て
、
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
上
で
窓

口
の
混
雑
状
況
、
順
番
待
ち
の
案
内
を
し
て

お
り
、
来
庁
時
間
の
予
約
は
12
月
中
旬
を
め

ど
に
稼
働
さ
せ
る
。

●
質
問　
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
取
組
計
画
は
。

●
答
弁　

家
庭
ご
み
の
分
別
や
出
し
方
の
案

内
、
ご
み
の
収
集
日
を
お
知
ら
せ
す
る
機
能

な
ど
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
、

新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
追
加
を
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
進
化
さ

せ
て
い
く
計
画
が
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
お
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら

も
電
子
手
続
が
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

●
要
望　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
お
い
て
、
市
民
が
来
庁
し
な
く
て
も
完

結
で
き
る
取
組
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
よ
う

要
望
す
る
。

一
般
質
問

笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
ひ
と
り
親
家
庭
住
宅
支
援
資
金
に
つ
い
て
》

●
質
問　
国
の
新
事
業
で
、
家
賃
の
一
部
を

貸
し
付
け
る
「
ひ
と
り
親
家
庭
住
宅
支
援
資

金
事
業
」
を
創
設
。
母
子
・
父
子
自
立
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
具
体

的
な
制
度
内
容
は
。
ま
た
、
対
象
者
数
と
制

度
の
周
知
徹
底
、
実
施
状
況
は
。

●
答
弁　

貸
付
額
は
月
額
上
限
４
万
円
、
12

か
月
無
利
子
貸
付
け
で
、
他
の
支
援
制
度
と

の
差
額
が
貸
付
額
の
上
限
と
な
る
。
１
年
以

内
に
高
い
所
得
が
見
込
ま
れ
る
転
職
の
場
合

等
は
返
還
が
免
除
に
な
る
。
市
は
こ
ど
も
未

来
室
家
庭
支
援
課
配
属
の
母
子
・
父
子
自
立

支
援
員
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
を
行
う
。

現
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
を
実
施
し
て
い
る
方

へ
案
内
や
資
料
の
送
付
に
よ
り
周
知
を
図
っ

て
い
る
が
申
請
に
至
っ
た
方
は
い
な
い
。

●
要
望　

コ
ロ
ナ
禍
で
支
援
策
や
給
付
金
、

貸
付
け
な
ど
の
施
策
が
多
く
あ
る
。
現
場
で

活
用
さ
れ
、
対
象
者
が
利
活
用
す
る
こ
と
が

重
要
。
利
用
後
、
就
労
状
況
に
よ
っ
て
は
返

還
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
広
く

周
知
し
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
要
望
。

《
障
害
児
支
援
の
体
制
に
つ
い
て
》

●
質
問　
障
害
児
の
相
談
が
し
に
く
く
、
緊

急
時
の
対
応
も
利
用
し
に
く
い
と
の
相
談
を

受
け
た
。
保
護
者
が
緊
急
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

変
え
て
利
用
す
る
場
合
な
ど
の
緊
急
対
応
は
。

問
題
点
や
改
善
点
な
ど
、
利
用
者
目
線
に
立

っ
た
取
組
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
か
。

保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
相
談
窓
口
の
取
組
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

こ
ど
も
未
来
室
と
障
害
福
祉
課
の

２
課
で
行
っ
て
い
る
。
現
体
制
で
の
問
題
点

は
、
２
課
で
行
っ
て
い
る
こ
と
で
相
談
場
所

の
分
か
り
に
く
さ
や
、
本
館
と
別
館
で
離
れ

て
い
る
こ
と
で
不
便
を
か
け
て
い
る
と
承
知

し
て
い
る
。
相
談
窓
口
と
し
て
利
用
し
や
す

い
環
境
を
構
築
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　
現
時
点
で
の
問
題
点
は
、
利
便
性

と
の
認
識
だ
っ
た
。
利
用
者
側
に
立
ち
、
配

慮
で
き
る
取
組
を
検
討
す
る
べ
き
。
相
談
窓

口
は
利
用
し
や
す
い
環
境
を
構
築
す
る
よ
う

検
討
す
る
と
の
答
弁
だ
が
、
一
本
化
す
る
こ

と
を
強
く
要
望
す
る
。

《「
生
理
の
貧
困
」
等
、

　
　
　
　
　
女
性
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
学
校
園
と
し
て
、
生
理
用
品
が
な

く
な
れ
ば
、
こ
の
取
組
の
継
続
は
で
き
な
く

な
る
が
、
今
後
の
取
組
は
。
ま
た
、
庁
舎
内

設
置
の
取
組
に
つ
い
て
の
効
果
と
検
証
は
。

市
は
ミ
モ
ザ
つ
ぶ
た
ん
の
画
像
を
作
成
し
、

細
部
に
わ
た
り
工
夫
し
た
取
組
を
行
っ
て
き

た
が
、
今
後
も
そ
の
取
組
に
つ
い
て
継
続
で

き
る
の
か
。

●
答
弁　

府
教
育
庁
よ
り
災
害
用
備
蓄
の
生

理
用
品
の
提
供
を
受
け
、
取
組
を
継
続
し
て

い
く
。
市
と
し
て
貧
困
対
策
の
一
つ
と
し
て

生
理
用
品
の
無
料
配
布
を
行
っ
た
。
効
果
と

検
証
は
７
月
末
に
配
布
を
終
え
、
８
月
か
ら

中
央
図
書
館
な
ど
生
理
用
品
を
必
要
と
す
る

世
代
が
利
用
す
る
公
共
施
設
８
か
所
に
追
加

で
設
置
。
災
害
備
蓄
品
に
加
え
、
賛
同
い
た

だ
い
た
町
会
、
企
業
か
ら
の
寄
附
を
活
用
し
、

引
き
続
き
生
理
用
品
を
配
置
し
て
い
く
。

●
要
望　
今
後
も
庁
舎
内
の
ト
イ
レ
に
お
い

て
、
生
理
用
品
の
配
置
を
継
続
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
状
況
及
び
３
回
目
の

接
種
へ
の
取
組
に
つ
い
て

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
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《
障
害
者
に
関
す
る

　
　
取
組
に
つ
い
て
》

●
質
問　
障
害
者
に
関
す
る
マ
ー
ク
の
普
及

啓
発
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

障
害
者
に
関
す
る
マ
ー
ク
は
様
々

な
も
の
が
あ
り
、
周
知
は
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。
ま
ず
は
オ
ー
ル
大
阪
に
よ
る
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
の
普
及
啓
発
に
努
め
た
い
。

●
質
問　
手
助
け
を
す
る
側
の
逆
ヘ
ル
プ
マ

ー
ク
等
の
普
及
に
つ
い
て
、当
市
の
見
解
は
。

●
答
弁　
援
助
や
配
慮
が
必
要
な
方
か
ら

声
を
か
け
や
す
く
、
安
心
し
て
援
助
を
求

め
ら
れ
る
役
割
が
あ
る
も
の
、
普
及
が
望

ま
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
市
役
所
や
公
共
施
設
で
の
配
慮
は
。

●
答
弁　
事
務
手
続
や
事
業
の
実
施
に
際

し
、
筆
談
、
文
章
の
点
字
化
、
拡
大
版
、

読
み
上
げ
、
ル
ー
ル
・
慣
行
の
柔
軟
な
取

扱
い
等
、
合
理
的
な
配
慮
の
提
供
を
図
っ

て
い
る
。

●
要
望　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は

6
︐
8
7
9
人
お
ら
れ
、
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
互
い
に
理
解
し
合
い
、
共
生
社
会

の
実
現
へ
つ
な
げ
、
手
助
け
を
す
る
側
の
マ

ー
ク
に
つ
い
て
は
、
社
会
情
勢
の
動
向
も
注

視
し
、
合
理
的
配
慮
が
大
切
。
障
害
者
に
関

す
る
マ
ー
ク
と
し
て
は
、
今
後
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
の
普
及
啓
発
は
も
と
よ
り
、
市
役
所
な
ど

公
共
施
設
で
の
窓
口
等
で
障
害
者
や
配
慮
が

必
要
な
方
へ
の
マ
ー
ク
の
設
置
を
要
望
。

《
死
亡
関
連
手
続
に
つ
い
て
》

●
質
問　
お
く
や
み
窓
口
の
設
置
状
況
は
。

●
答
弁　

市
民
協
働
ふ
れ
あ
い
課
に
設
置

し
、
不
安
を
持
つ
ご
遺
族
に
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
用
い
て
必
要
な
手
続
を
説
明
し
て
い
る
。

●
質
問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
手
続
に
関
す

る
各
種
届
出
書
や
申
請
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

各
課
で
何
度
も
同
じ
内
容
を
記
入

す
る
負
担
や
手
続
時
間
の
短
縮
化
に
向
け
、

提
出
書
類
等
の
入
出
力
を
で
き
る
よ
う
、
デ

ジ
タ
ル
化
導
入
の
検
討
を
進
め
る
。

●
要
望　
新
た
に
設
置
さ
れ
た
「
お
く
や
み

窓
口
」
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
最

適
化
や
効
率
化
、
負
担
軽
減
、
利
便
性
の
向

上
に
つ
な
げ
、「
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
活
用
し
、
各
種
届
出
書
や
申
請
書
の
デ
ジ

タ
ル
化
導
入
の
早
期
実
用
化
を
要
望
。

《
留
守
家
庭
児
童
会
（
学
童
保
育
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　
土
曜
通
年
保
育
が
現
在
実
施
で
き

て
い
な
い
状
況
を
、
子
育
て
支
援
施
策
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

●
答
弁　

待
機
児
童
を
出
さ
ず
、
支
援
員
等

の
確
保
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
み
、

家
庭
環
境
や
就
労
の
多
様
化
な
ど
か
ら
、
土

曜
通
年
保
育
の
開
催
に
つ
い
て
も
子
育
て
を

支
援
す
る
施
策
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
土
曜
通
年
保
育
を
各
中
学
校
区
で
、

幾
つ
か
の
小
学
校
で
分
け
て
実
施
す
る
な
ど
、

拠
点
開
催
を
提
案
す
る
が
、
市
の
見
解
は
。

●
答
弁　

拠
点
開
催
を
実
施
し
て
い
る
市
も

あ
り
、
課
題
を
整
理
し
て
、
ど
の
よ
う
な
形

で
実
施
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

●
要
望　
支
援
員
等
の
人
材
確
保
な
ど
様
々

な
課
題
が
あ
る
中
、
全
て
の
小
学
校
園
で
開

催
す
る
の
で
は
な
く
、
集
約
し
て
実
施
す
る

方
法
や
、
西
部
、
中
央
、
東
部
地
域
に
分
け

る
こ
と
で
、
支
援
員
等
の
人
数
が
少
な
い
中

で
も
実
施
は
可
能
と
考
え
る
。
ま
ず
は
拠
点

開
催
と
し
て
の
実
施
を
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
数
と
近
年
の
推
移

に
つ
い
て

●
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
方
法
に

つ
い
て

●
放
課
後
児
童
支
援
員
等
の
応
募
人
数
と
採

用
人
数
及
び
、
現
在
の
支
援
員
等
の
人
数
に

つ
い
て

黒
川
実

（
自
由
民
主
党
・

  
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
西
浦
交
差
点
部
分
の
渋
滞
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

●
答
弁　

状
況
は
承
知
。
本
年
度
は
交
通
量

の
調
査
と
関
係
す
る
地
下
埋
設
の
管
理
者
と

の
協
議
を
進
め
、
来
年
度
は
設
計
予
算
を
要

望
し
計
画
案
を
作
成
。
大
阪
府
、
大
阪
府
警

察
本
部
等
、
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
る
。

●
要
望　
商
業
施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
今

以
上
に
混
雑
し
、
西
浦
、
蔵
之
内
地
区
が
抜

け
道
と
し
て
使
わ
れ
る
。
工
事
着
工
が
少
し

で
も
早
く
な
る
よ
う
、
ま
た
、
歩
行
者
の
安

全
の
た
め
歩
道
に
反
射
板
等
の
設
置
を
要
望
。

《
雨
水
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
羽
曳
が
丘
５
丁
目
交
差
点
付
近
が

集
中
豪
雨
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
で
非
常
に
危
険

な
状
況
に
な
る
。
雨
水
対
策
工
事
の
施
工
計

画
は
。
ま
た
、
着
工
は
い
つ
か
。

●
答
弁　

交
差
点
か
ら
西
に
雨
水
管
を
約

1
0
0
メ
ー
ト
ル
設
置
し
、
既
設
の
雨
水
管

に
接
続
す
る
工
事
を
令
和
５
年
度
の
着
手
に

向
け
、
取
り
組
む
。

●
質
問　
羽
曳
が
丘
地
区
は
他
に
も
対
策
が

必
要
だ
が
、
今
後
の
雨
水
対
策
は
。

●
答
弁　

本
市
の
計
画
に
基
づ
き
、
浸
水
解

消
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

●
要
望　
羽
曳
が
丘
地
区
は
開
発
か
ら
60
年

が
た
ち
、
既
存
の
側
溝
が
割
れ
て
い
た
り
、

段
差
に
水
が
溜
ま
っ
て
草
が
生
え
て
、
住
民

に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
課
題

解
決
の
計
画
を
要
望
す
る
。

《
給
食
セ
ン
タ
ー
及
び

　
　
　
は
び
き
の
エ
ル
・
エ
ス
に
つ
い
て
》

●
質
問　
４
月
か
ら
第
１
セ
ン
タ
ー
が
休
止

に
な
る
が
、
再
雇
用
を
含
む
正
規
職
員
、
パ

ー
ト
従
業
員
の
雇
用
は
ど
う
な
る
の
か
。

●
答
弁　

令
和
４
年
４
月
か
ら
第
２
セ
ン
タ

ー
と
認
定
こ
ど
も
園
の
給
食
業
務
に
エ
ル
・

エ
ス
全
体
で
83
名
の
体
制
と
な
る
予
定
。

●
要
望　
認
定
こ
ど
も
園
の
業
務
が
増
え
、

雇
用
の
確
保
は
理
解
し
た
が
、
今
ま
で
認
定

こ
ど
も
園
で
長
年
貢
献
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

の
雇
用
を
奪
う
の
で
は
あ
ま
り
に
も
冷
た
い

の
で
は
。
食
材
も
今
後
は
は
び
き
の
エ
ル
・

エ
ス
で
調
達
す
る
と
聞
き
、
食
材
業
者
は
あ

ま
り
に
も
ひ
ど
い
の
で
は
な
い
か
と
言
っ
て

お
ら
れ
た
。
こ
れ
は
第
１
セ
ン
タ
ー
が
廃
止

に
な
る
の
が
原
因
で
あ
る
た
め
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
早
期
建
て
替
え
と
、
民
間
委
託
を
考

え
る
な
ら
問
題
と
と
こ
と
ん
向
き
合
っ
て
事

業
を
進
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
当
市
発
注
の
入
札
に
つ
い
て
》

●
質
問　
感
染
防
止
・
防
災
セ
ッ
ト
の
入
札

に
伴
う
業
者
の
選
定
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た

の
か
。
選
定
さ
れ
た
市
内
外
業
者
は
。

●
答
弁　

2
3
2
者
の
登
録
業
者
よ
り
選
定

し
、
金
額
面
の
大
き
い
物
品
購
入
の
防
災
保

安
用
品
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
の
人
材
派

遣
、
類
似
業
務
等
に
登
録
し
、
希
望
順
位
が

１
位
か
つ
官
公
庁
で
の
実
績
を
有
す
る
府
内

業
者
、
及
び
実
績
等
を
問
わ
ず
市
内
業
者
を

選
定
し
た
結
果
、
市
内
業
者
７
者
、
市
外
業

者
９
者
の
合
計
16
者
を
選
定
し
た
。

●
質
問　
16
者
を
選
定
し
た
が
、
何
者
が
入

札
に
参
加
し
た
の
か
。

●
答
弁　

入
札
参
加
者
は
市
内
業
者
３
者
、

市
外
業
者
は
１
者
。

●
要
望　
本
事
業
は
市
民
の
防
災
意
識
を
向

上
さ
せ
る
良
い
事
業
と
思
う
が
、
入
札
に
４

者
し
か
参
加
し
な
か
っ
た
の
は
多
岐
に
わ
た

る
業
務
内
容
だ
か
ら
で
は
。
仕
様
書
に
は
こ

の
事
業
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
と
し
て
お
り
、
再
委
託
は
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
す
る
た
め
に
当
市
内
業
者

へ
の
発
注
に
努
め
て
く
だ
さ
い
と
あ
る
。
市

内
業
者
育
成
の
た
め
に
分
離
発
注
な
ど
を
考

え
、
市
内
業
者
が
入
札
、
落
札
で
き
る
よ
う

要
望
。

4
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渡
辺
真
千
（
日
本
共
産
党
）

《
消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
い
つ
か
ら
広
域
化
の
検
討
を
始
め

た
の
か
。
そ
の
目
的
や
効
果
、
現
在
の
人
員

の
充
足
率
と
広
域
化
後
の
変
化
は
。

●
答
弁　

平
成
30
年
10
月
よ
り
検
討
を
開
始

し
、
５
市
２
町
１
村
で
費
用
の
削
減
と
職
員

配
置
を
見
直
し
、
消
防
力
の
強
化
を
行
う
。

76
．3
％
の
充
足
率
で
広
域
化
後
は
80
％
を

超
え
る
。

●
要
望　
広
域
に
な
れ
ば
人
口
当
た
り
の
消

防
体
制
の
職
員
や
車
両
の
配
置
が
緩
和
さ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
広
域
化
に
よ
る

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
そ
の
通
り
に
な
る
の

か
危
惧
さ
れ
る
。
市
民
に
問
題
を
明
ら
か
に

し
て
意
見
を
聞
き
、
広
域
化
の
判
断
材
料
と

す
る
よ
う
要
望
。
高
齢
化
や
未
知
の
感
染
症
、

気
候
変
動
、
大
災
害
な
ど
に
も
対
応
で
き
る

消
防
体
制
を
要
望
す
る
。

《
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
教
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
ま
だ
ま
だ
進

ん
で
い
な
い
今
の
社
会
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
、
社
会
的
に
つ

く
ら
れ
た
性
差
に
関
す
る
固
定
観
念
に
苦
し

む
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

を
目
指
す
に
は
、
学
校
教
育
の
役
割
が
大
切

だ
が
、
性
に
関
す
る
知
識
や
ス
キ
ル
だ
け
で

な
く
、
人
権
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
、
多
様
性
や

幸
福
を
学
ぶ
「
包
括
的
性
教
育
」
の
課
題
と

学
校
で
の
取
組
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

発
達
に
見
合
っ
た
性
教
育
の
課
題

に
つ
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
国
際
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
教
育
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
５
歳
か
ら

の
包
括
的
性
教
育
を
推
奨
し
て
い
る
。
中
学

３
年
生
を
対
象
に
専
門
家
の
立
場
か
ら
命
の

尊
さ
や
妊
娠
、
出
産
な
ど
自
分
の
体
や
大
切

な
人
を
守
る
た
め
の
思
春
期
教
育
講
演
会
を

外
園
康
裕
（
公
明
党
）

《
防
災
ベ
ッ
ド
購
入

 　
　
　
補
助
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　
大
阪
府
下
で
の
補
助
制
度
の
導
入

状
況
は
。
今
後
は
当
市
で
も
導
入
し
防
災
ベ

ッ
ド
の
普
及
に
努
め
る
べ
き
だ
が
、
当
市
の

考
え
は
。
自
助
へ
の
啓
発
事
業
と
は
具
体
的

に
ど
ん
な
取
組
を
予
定
し
て
い
る
か
。

●
答
弁　

防
災
ベ
ッ
ド
の
補
助
制
度
は
、
府

内
で
は
１
市
の
み
が
実
施
し
て
い
る
。
防
災

ベ
ッ
ド
は
地
震
に
よ
り
住
宅
が
倒
壊
し
て

も
安
全
な
空
間
を
確
保
し
、
命
を
守
る
も

の
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。
災
害
時
に
自
分

の
命
を
自
分
で
守
る
自
助
に
、
よ
り
取
り
組

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
啓
発
事
業
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
新
し
い
支
援
策
の
導
入
は
、
ニ
ー

ズ
や
先
進
事
例
の
動
向
等
を
見
極
め
て
い
き

た
い
。
本
年
８
月
よ
り
感
染
防
止
・
防
災
セ

ッ
ト
購
入
補
助
事
業
を
実
施
し
、
全
世
帯
の

半
数
を
超
え
る
世
帯
よ
り
お
申
込
み
い
た
だ

き
、
市
民
の
皆
様
の
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
と
認
識
し
た
。
今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
開
催
を
見
送

っ
て
い
た
防
災
講
演
会
や
出
前
講
座
を
再
開

す
る
と
と
も
に
、
小
学
校
で
実
施
し
て
い
る

子
ど
も
防
災
教
室
の
拡
充
を
図
り
、
備
蓄
の

配
置
や
避
難
の
在
り
方
等
を
幅
広
く
伝
え
て

い
く
。

●
要
望　
地
域
の
防
災
訓
練
、
避
難
訓
練
の

際
、
今
ま
で
以
上
に
地
元
の
消
防
団
や
消
防

本
部
の
方
に
実
演
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
内
容
と
し
て
地
域
の
皆

様
に
提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
愛
知
県

で
は
昨
年
ま
で
実
施
し
て
い
た
シ
ェ
ル
タ
ー

購
入
設
置
の
補
助
に
、
今
年
度
か
ら
防
災
ベ

ッ
ド
も
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。
こ

の
制
度
は
市
単
独
の
事
業
で
は
な
く
、
大
阪

府
に
も
負
担
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
働
き
か

け
を
し
て
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
制
度
を
導
入
し
、

防
災
ベ
ッ
ド
の
啓
発
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

《
学
校
園
に
お
け
る
防
災
教
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　
学
校
園
で
行
っ
て
い
る
防
災
教
育

の
取
組
内
容
は
。
今
後
防
災
教
育
を
さ
ら
に

充
実
し
て
い
く
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
は
。
中
学
生
を
対
象
と
し
た
取
組
と
し
て

岐
阜
県
本
巣
市
の
本
巣
市
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
リ

ー
ダ
ー
養
成
講
座
が
あ
る
が
、
当
市
で
も
こ

の
取
組
を
進
め
て
い
く
考
え
は
。

●
答
弁　

幼
稚
園
で
は
毎
月
１
回
、
小
・
中
・

義
務
教
育
学
校
に
お
い
て
は
１
学
期
に
１
回

の
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
28
年

度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
４
年
間
、
毎
年

小
学
校
２
校
に
お
い
て
、
関
西
大
学
社
会
安

全
学
部
の
学
生
に
よ
る
出
前
授
業
、
子
ど
も

防
災
教
室
を
開
催
し
て
き
た
。
令
和
２
年
度

は
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
年
度
は
規
模

を
拡
大
し
、
４
校
で
実
施
し
て
い
る
。
岐
阜

県
本
巣
市
の
取
組
は
、
本
市
の
大
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
防
災
教
育
と
目
指
す
方
向

性
は
同
じ
で
あ
る
。
本
市
で
も
隣
接
す
る
中

学
校
と
幼
稚
園
が
合
同
で
避
難
訓
練
を
実
施

し
、
中
学
生
が
幼
稚
園
児
と
手
を
つ
な
ぎ
、

広
い
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
避
難
誘
導
す

る
取
組
を
行
っ
て
い
る
例
が
あ
る
。
災
害
時

に
地
域
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
若
い
防
災
力

で
あ
る
中
学
生
が
活
躍
す
る
た
め
に
、
様
々

な
場
面
で
の
判
断
力
や
行
動
力
を
さ
ら
に
伸

ば
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
今
後
の
取
組
内
容

等
を
考
え
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
中
学
生
た
ち
を
地
域
防
災
の
担
い

手
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
に
育
成
し
て
い

く
こ
と
は
大
切
。
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
講
座
を
実
施
し
、
主
体
者
と
し
て
の

自
覚
を
中
学
生
た
ち
に
育
ん
で
い
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

●
答
弁　

各
課
で
何
度
も
同
じ
内
容
を
記
入

す
る
負
担
や
手
続
時
間
の
短
縮
化
に
向
け
、

提
出
書
類
等
の
入
出
力
を
で
き
る
よ
う
、
デ

ジ
タ
ル
化
導
入
の
検
討
を
進
め
る
。

●
要
望　
新
た
に
設
置
さ
れ
た
「
お
く
や
み

窓
口
」
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
最

適
化
や
効
率
化
、
負
担
軽
減
、
利
便
性
の
向

上
に
つ
な
げ
、「
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
活
用
し
、
各
種
届
出
書
や
申
請
書
の
デ
ジ

タ
ル
化
導
入
の
早
期
実
用
化
を
要
望
。

《
留
守
家
庭
児
童
会
（
学
童
保
育
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　
土
曜
通
年
保
育
が
現
在
実
施
で
き

て
い
な
い
状
況
を
、
子
育
て
支
援
施
策
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

●
答
弁　

待
機
児
童
を
出
さ
ず
、
支
援
員
等

の
確
保
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
み
、

家
庭
環
境
や
就
労
の
多
様
化
な
ど
か
ら
、
土

曜
通
年
保
育
の
開
催
に
つ
い
て
も
子
育
て
を

支
援
す
る
施
策
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
土
曜
通
年
保
育
を
各
中
学
校
区
で
、

幾
つ
か
の
小
学
校
で
分
け
て
実
施
す
る
な
ど
、

拠
点
開
催
を
提
案
す
る
が
、
市
の
見
解
は
。

●
答
弁　

拠
点
開
催
を
実
施
し
て
い
る
市
も

あ
り
、
課
題
を
整
理
し
て
、
ど
の
よ
う
な
形

で
実
施
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

●
要
望　
支
援
員
等
の
人
材
確
保
な
ど
様
々

な
課
題
が
あ
る
中
、
全
て
の
小
学
校
園
で
開

催
す
る
の
で
は
な
く
、
集
約
し
て
実
施
す
る

方
法
や
、
西
部
、
中
央
、
東
部
地
域
に
分
け

る
こ
と
で
、
支
援
員
等
の
人
数
が
少
な
い
中

で
も
実
施
は
可
能
と
考
え
る
。
ま
ず
は
拠
点

開
催
と
し
て
の
実
施
を
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
数
と
近
年
の
推
移

に
つ
い
て

●
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
方
法
に

つ
い
て

●
放
課
後
児
童
支
援
員
等
の
応
募
人
数
と
採

用
人
数
及
び
、
現
在
の
支
援
員
等
の
人
数
に

つ
い
て

実
施
。

●
要
望　
妊
娠
、
出
産
な
ど
に
関
す
る
様
々

な
制
度
も
、
情
報
の
周
知
が
十
分
で
は
な
く
、

産
む
機
能
を
持
っ
て
い
る
女
性
が
全
て
に
責

任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー

バ
イ
ア
ス
が
あ
る
。
い
つ
産
む
か
産
ま
な
い

か
、
そ
れ
を
女
性
自
身
で
決
め
る
こ
と
が
で

き
る
権
利
で
あ
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
・
ラ
イ
ツ
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。
自
分
の
命
と
健
康
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

相
手
と
の
関
係
性
、
価
値
観
、
人
権
も
学
ぶ

包
括
的
性
教
育
を
研
究
、
実
践
し
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
目
指
す
働
き
か
け
を
要
望
す

る
。

《
羽
曳
が
丘
、
西
浦
付
近
の

　
　
　
道
路
整
備
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
西
浦
交
差
点
の
渋
滞
を
解
消
す
る

に
は
右
折
車
線
を
設
け
る
こ
と
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
対
策
の
見
通
し
と
、
歩

道
の
傾
斜
の
安
全
対
策
及
び
新
設
さ
れ
る
商

業
施
設
周
辺
の
通
過
交
通
の
安
全
対
策
は
。

●
答
弁　

交
差
点
の
見
通
し
は
、
交
通
量
調

査
を
し
て
、
地
下
埋
設
の
管
理
者
と
の
協
議

を
行
い
、
来
年
度
以
降
に
は
設
計
業
務
に
着

手
し
て
工
事
に
至
る
ま
で
円
滑
に
進
め
る
。

歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
車
道
と
の
高
低

差
を
小
さ
く
す
る
た
め
、
地
形
や
費
用
対
効

果
を
勘
案
す
る
こ
と
な
ど
を
検
討
。
通
過
交

通
に
つ
い
て
は
、
警
察
と
協
議
し
て
路
面
標

示
や
交
差
点
マ
ー
ク
な
ど
で
注
意
喚
起
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
要
望　

新
し
い
商
業
施
設
周
辺
の
対
策

は
、
交
通
渋
滞
の
発
生
や
騒
音
、
環
境
破
壊

な
ど
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
担
当
課
か
ら
の
指

導
を
要
望
。
西
浦
交
差
点
の
右
折
車
線
を
早

期
に
整
備
し
て
渋
滞
を
解
消
し
、
段
差
の
あ

る
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
も
計
画
的
に
進
め

る
よ
う
要
望
す
る
。
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田
仲
基
一

（
自
由
民
主
党
・

  

も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
当
市
の
一
般
職
の

　
　
　
任
期
付
職
員
に
つ
い
て
》

●
質
問　
現
市
長
就
任
ま
で
条
例
化
さ
れ
な

か
っ
た
新
規
条
例
に
基
づ
き
採
用
し
た
２
名

の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
経
歴
は
。

●
答
弁　

大
阪
府
の
職
員
と
し
て
都
市
整
備

部
に
お
い
て
要
職
を
務
め
て
い
た
。

●
質
問　
大
阪
府
の
元
職
員
と
い
う
こ
と
だ

が
、
二
人
の
令
和
４
年
度
の
給
与
予
算
額
は
。

●
答
弁　

２
名
に
総
額
1
︐4
7
0
万
円
。

●
質
問　
そ
の
２
名
は
大
阪
府
を
退
職
時
、

大
阪
府
の
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

府
に
お
い
て
支
給
さ
れ
て
い
る
。

●
質
問　
本
制
度
は
国
会
で
の
法
令
制
定
時

か
ら
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
政
治
的
影
響
、

情
実
人
事
圧
力
、
癒
着
の
疑
惑
と
な
ら
な
い

よ
う
適
正
な
運
用
を
求
め
る
附
帯
決
議
が
付

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
下
り
の
温
床
と
み

な
さ
れ
な
い
よ
う
使
用
に
は
最
大
限
の
注
意

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
大
阪
府
と
羽
曳
野
市

が
本
社
と
子
会
社
の
よ
う
な
上
下
関
係
と
み

な
さ
れ
る
人
事
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
条

例
を
新
た
に
つ
く
っ
て
ま
で
大
阪
府
職
員
Ｏ

Ｂ
を
同
時
に
２
名
も
新
規
雇
用
し
た
こ
と
は

天
下
り
と
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
の
で
は
。

●
答
弁　

天
下
り
と
は
考
え
て
い
な
い
。

●
質
問　
現
在
上
程
中
の
退
職
手
当
の
条
例

改
正
案
は
、
３
月
の
定
例
会
に
お
い
て
「
任

期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
案
」
を

提
出
し
た
際
に
忘
れ
て
い
た
た
め
、
追
っ
て

今
定
例
会
に
提
出
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
後

出
し
じ
ゃ
ん
け
ん
の
よ
う
な
印
象
を
持
つ
。

も
し
数
年
在
籍
す
る
だ
け
で
破
格
と
も
言
え

る
退
職
手
当
を
支
払
う
こ
と
を
当
時
知
ら
さ

れ
て
い
た
ら
、
市
民
か
ら
税
金
の
使
い
道
の

チ
ェ
ッ
ク
を
任
さ
れ
て
い
る
市
議
会
議
員
と

し
て
認
め
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
今
定

例
会
に
上
程
さ
れ
た
退
職
手
当
に
係
る
条
例

改
正
案
が
可
決
す
れ
ば
、
既
に
任
用
さ
れ
て

い
る
２
名
に
も
退
職
手
当
が
支
給
さ
れ
る
の

か
。

●
伊
藤
副
市
長　

国
公
準
拠
、
国
家
公
務
員

の
職
務
給
与
制
度
と
の
均
衡
の
原
則
に
則
っ
て

支
給
す
る
こ
と
に
な
る
。

●
質
問　
法
律
制
定
時
か
ら
危
惧
さ
れ
て
い

た
市
長
の
人
事
権
の
濫
用
防
止
の
観
点
か
ら
、

任
期
付
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
常
に
議
会

の
承
認
を
得
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

●
伊
藤
副
市
長　

任
期
付
職
員
は
一
般
職
員

で
あ
り
、
議
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
な
っ
て

い
な
い
。
無
理
な
提
案
で
あ
る
。

●
質
問　
任
期
付
職
員
が
責
任
を
持
っ
て
担

当
す
る
と
し
た
恵
我
ノ
荘
駅
南
側
整
備
事
業

の
完
了
は
い
つ
の
予
定
か
。

●
伊
藤
副
市
長　

大
阪
府
の
事
業
で
あ
る
た

め
、
今
は
答
え
ら
れ
な
い
。

●
要
望　
今
後
、
ど
こ
か
ら
何
名
を
こ
の
制

度
で
採
用
し
て
も
条
例
を
通
し
た
の
だ
か
ら

議
会
は
注
文
を
つ
け
る
な
、
と
い
う
の
は
議

会
無
視
で
は
な
い
か
。
市
民
か
ら
市
議
会
議

員
は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
非
難
さ
れ
て
も

仕
方
な
い
。
肝
心
の
恵
我
ノ
荘
駅
前
整
備
事

業
の
見
通
し
は
立
て
ら
れ
な
い
、
な
ぜ
な
ら

こ
れ
は
大
阪
府
の
事
業
だ
か
ら
だ
と
。
本
条

例
の
当
市
に
お
け
る
運
用
は
国
会
で
の
制
定

時
に
危
惧
し
て
い
た
省
令
悪
用
に
よ
る
天
下

り
の
典
型
的
な
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

府
道
の
拡
幅
は
副
市
長
答
弁
の
と
お
り
、
そ

も
そ
も
大
阪
府
の
事
業
で
あ
り
、
大
阪
府
の

退
職
者
を
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
た
め
に
市
が
雇
用

し
な
け
れ
ば
事
業
が
進
ま
な
い
と
い
う
考
え

は
お
か
し
い
。
市
民
は
自
分
た
ち
の
税
金
が

適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
を
知
り
た
い
だ

け
。
こ
の
人
事
が
天
下
り
か
ど
う
か
は
市
民

の
常
識
に
委
ね
た
い
。

笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
子
ど
も
の
現
状
を
踏
ま
え
た

　
　
　
当
市
の
給
食
、
食
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　
小
学
校
給
食
の
民
間
委
託
に
つ
い

て
①
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
計
画
は
。
②

民
間
業
者
へ
の
委
託
内
容
は
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
な
い
の
か
。

●
答
弁　

①
市
の
公
共
施
設
整
備
全
体
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
決
ま
る
が
早
期
整
備
に

注
力
し
た
い
。
②
給
食
物
資
の
調
達
や
献
立

の
作
成
、
調
理
指
示
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
通
り
教
育
委
員
会

が
役
割
を
担
い
、
対
応
し
て
い
く
。

●
質
問　
来
年
４
月
か
ら
こ
ど
も
園
の
自
園

調
理
、
全
員
給
食
の
調
理
業
務
が
民
間
委
託

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
①
こ
れ
ま
で
直
営
で

行
わ
れ
て
き
た
安
全
・
安
心
の
給
食
を
民
間

委
託
す
る
理
由
と
、
そ
の
議
論
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
た
の
か
。
②
民
間
事
業
者
で
こ
れ

ま
で
通
り
の
給
食
が
提
供
で
き
る
の
か
。
③

こ
れ
ま
で
雇
用
さ
れ
て
き
た
調
理
員
へ
の
対

応
は
ど
う
な
る
の
か
。

●
答
弁　

①
行
財
政
改
革
に
よ
る
事
業
の
見

直
し
対
象
で
あ
り
、
給
食
提
供
数
が
大
幅
に

増
加
す
る
た
め
、
人
員
体
制
の
確
保
を
図
る

も
の
。
②
学
校
給
食
に
お
い
て
実
績
の
あ
る

は
び
き
の
エ
ル
・
エ
ス
に
委
託
予
定
で
、
き

め
細
や
か
な
給
食
の
提
供
を
仕
様
書
で
定
め

る
。
③
会
計
年
度
任
用
職
員
の
雇
用
は
で
き

る
限
り
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
必
要
な
対
応

に
努
め
る
。

●
要
望　
民
間
委
託
で
は
、
き
め
細
か
く
て

質
の
高
い
食
育
と
し
て
の
給
食
の
提
供
は
で

き
な
い
。
正
規
職
員
の
雇
用
や
処
遇
改
善
で

人
材
を
確
保
し
、
こ
ど
も
園
の
給
食
は
直
営

で
実
施
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
。

《
余
熱
利
用
施
設

　
　
「
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
21
」
に
つ
い
て
》

●
質
問　
温
水
プ
ー
ル
な
ど
を
完
備
し
た
３

市
の
施
設
で
あ
る
「
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
21
」
は

耐
震
化
を
満
た
し
て
い
る
が
、
施
設
の
継
続

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
①
施
設
が
果

た
し
て
き
た
役
割
と
利
用
状
況
は
。
②
施
設

の
現
状
と
今
後
の
問
題
点
は
。
③
公
共
施
設

の
存
続
は
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
市
民
の
意

見
を
聞
く
場
や
期
間
を
設
け
、
理
解
や
合
意

を
得
て
進
め
る
べ
き
だ
が
、
市
の
考
え
は
。

●
答
弁　

①
市
民
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。
令
和
２
年
度
の
利
用
者
は
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
約
４
万
９
千
人
と
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
。
②
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い

大
規
模
な
修
繕
工
事
が
必
要
で
、
施
設
の

継
続
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
今

後
の
在
り
方
は
３
市
の
意
向
を
踏
ま
え
必

要
な
協
議
を
し
、
決
定
さ
れ
る
。

●
要
望　
今
後
の
継
続
や
検
討
は
ま
だ
議
論

が
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
令
和
元
年
ま
で

大
き
な
工
事
が
さ
れ
ず
、
改
修
費
用
が
か
か

る
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
令
和
２
年
度
コ

ロ
ナ
の
影
響
が
あ
っ
て
も
６
万
人
余
の
多
く

の
市
民
が
利
用
し
て
い
る
。
市
民
の
意
見
を

聞
き
、
十
分
議
論
し
て
、
施
設
の
長
寿
命
化

を
図
り
、
市
民
の
健
康
増
進
や
介
護
予
防
に

寄
与
で
き
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
都
市
計
画
道
路
八
尾
富
田
林
線
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
現
在
の
工
事
等
の
進
捗
状
況
は
。

②
堺
大
和
高
田
線
と
接
続
す
る
市
道
と
交
差

点
部
分
の
安
全
対
策
は
。

●
答
弁
①
用
地
の
未
買
収
６
件
の
う
ち
、
１

件
は
取
得
済
み
で
、
令
和
９
年
３
月
末
の

完
了
に
向
け
事
業
を
推
進
す
る
。
②
地
元

関
係
者
や
権
利
者
と
協
議
し
府
と
も
協
力

し
て
い
く
。

●
要
望　
今
後
も
安
全
・
安
心
の
道
路
整
備

を
要
望
す
る
。
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通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

《
公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
問　
新
耐
震
基
準
適
合
施
設
以
外
で
耐

震
診
断
の
結
果
、
耐
震
化
が
必
要
と
さ
れ

る
施
設
に
は
、市
役
所
の
本
館
、市
民
会
館
、

市
民
体
育
館
、
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
施
設
更
新
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
地
方
債

を
集
約
化
、
複
合
化
す
る
こ
と
で
有
利
な

条
件
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
活

用
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

●
答
弁　
公
共
施
設
等
の
計
画
的
な
更
新
を

行
う
た
め
の
指
針
を
定
め
た
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
を
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し

た
。
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら

も
、
集
約
化
、
複
合
化
を
行
う
こ
と
で
公
共

施
設
の
延
べ
床
面
積
を
減
ら
す
こ
と
は
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
羽
曳
野
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
も
、
厳
し
い
財
政

状
況
や
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
に
、
今

後
40
年
間
で
公
共
施
設
の
延
べ
床
面
積
の

20
％
減
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
公
共
施
設
等
適
正
管
理

推
進
事
業
債
を
、
こ
れ
ま
で
市
民
プ
ー
ル
、

こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
、
向
野
こ
ど
も
園

の
整
備
財
源
と
し
て
活
用
し
て
き
た
。
ま
た
、

他
の
有
利
な
地
方
債
と
し
て
、
防
災
基
盤
の

整
備
事
業
が
対
象
と
な
る
緊
急
防
災
・
減
災

事
業
債
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
地
方
債

を
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
公
共
施
設
の

老
朽
化
問
題
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
ま
だ
ま
だ
大
き
な
耐
震
化
事
業
が

残
っ
て
い
る
。
新
し
い
も
の
を
つ
く
る
に
し

て
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
に
し
て
も
、
優
先

順
位
を
つ
け
て
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
災
害
に
対
し
て
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

を
国
か
ら
の
補
助
金
等
を
活
用
し
て
災
害
に

強
い
安
心
で
き
る
施
設
に
す
る
よ
う
要
望
。

《
水
道
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
》

●
質
問　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
方
法
な
ど

の
現
状
と
、
検
針
が
困
難
な
箇
所
は
。
水
道

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

●
答
弁　

検
針
方
法
等
の
現
状
は
、
水
道
メ

ー
タ
ー
を
２
か
月
毎
に
目
視
点
検
に
よ
り
行

い
、
検
針
結
果
を
各
戸
に
投
函
し
、
デ
ー
タ

を
料
金
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
検

針
困
難
箇
所
に
つ
い
て
は
、
工
場
な
ど
大
き

な
鉄
蓋
を
開
け
な
い
と
検
針
で
き
な
い
箇
所

や
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
水
没
し
て
い
る

箇
所
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ス
マ
ー
ト
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、
通
信
機
能
を
備
え
た
水
道
メ

ー
タ
ー
で
あ
り
、
離
れ
た
場
所
か
ら
水
の
使

用
量
デ
ー
タ
を
水
道
事
業
者
へ
送
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
機
器
で
、
導
入
効
果
は
検
針
困

難
箇
所
で
の
遠
隔
検
針
が
行
え
、
漏
水
の
早

期
発
見
、
常
時
検
針
に
よ
る
需
要
の
変
化
の

把
握
や
水
量
調
整
な
ど
に
役
立
つ
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
整
備
な
ど
に
か

か
る
高
額
な
費
用
や
安
定
的
な
通
信
確
保
な

ど
の
面
で
課
題
が
あ
り
、
本
市
の
導
入
検
討

の
際
に
は
十
分
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
先
進
市
の
状
況
や
近
隣
市
町
村

の
状
況
も
確
認
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

●
要
望　
他
県
で
は
、
高
齢
者
の
水
の
使
用

状
況
に
変
異
が
あ
れ
ば
、
離
れ
て
暮
ら
す
親

族
へ
メ
ー
ル
が
届
く
と
い
っ
た
高
齢
者
の
見

守
り
サ
ー
ビ
ス
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
起

床
し
て
水
道
を
使
い
始
め
た
場
合
、
元
気
メ

ー
ル
が
届
き
、
８
時
間
以
上
の
不
使
用
や
２

時
間
以
上
の
連
続
使
用
の
場
合
は
、
異
変
メ

ー
ル
が
配
信
さ
れ
る
。
高
齢
者
の
見
守
り
に

役
立
つ
装
置
と
し
て
の
取
組
を
要
望
す
る
。

沼
元
彩
佳
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
地
域
課
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
に
お
け
る
、
空
家
対
策
へ
の

取
組
状
況
は
。

●
答
弁　

苦
情
や
通
報
な
ど
へ
の
対
応
は
関

係
各
課
と
連
携
し
苦
情
解
決
に
当
た
っ
て
い

る
。
土
地
、
建
物
の
所
有
者
を
特
定
し
た
後

に
は
、
適
切
な
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
。
市
民
へ
の
周
知
方
法

と
し
て
は
、
庁
内
関
係
部
署
の
情
報
ラ
ッ
ク

内
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
架
や
広
報
及
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
発
信
し
、
意
識
の

啓
発
に
努
め
て
い
る
。
税
務
課
か
ら
送
付
さ

れ
る
固
定
資
産
税
等
の
納
税
通
知
書
に
適
正

管
理
に
つ
い
て
記
載
し
、
管
理
不
全
空
家
の

予
防
、
発
生
抑
制
に
向
け
た
啓
発
も
行
っ
て

い
る
。

●
質
問　
空
家
法
基
本
指
針
及
び
特
定
空
家

等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
後
、
民
間
団
体
と
の

連
携
は
。

●
答
弁　

総
合
的
な
空
家
対
策
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
協
力
で
き
る
よ
う
協
定

の
締
結
に
向
け
て
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

●
質
問　
苦
情
・
通
報
の
具
体
的
な
対
応
と
、

民
間
団
体
と
の
連
携
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

●
答
弁　

所
有
者
に
対
し
、
維
持
管
理
の
方

法
や
空
家
バ
ン
ク
制
度
及
び
大
阪
の
住
ま
い

活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
用
な
ど
の
情
報
提

供
を
行
い
、
空
家
の
適
正
管
理
を
促
し
て
い

る
。
空
家
等
に
関
す
る
情
報
提
供
や
空
家
の

売
却
、
賃
貸
、
利
活
用
に
関
す
る
相
談
業
務

の
ほ
か
、
中
古
住
宅
の
流
通
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
啓
発
及
び
情
報
発
信
を
行

い
、
民
間
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
要
望　
地
域
活
性
化
の
た
め
に
も
、
民
間

団
体
と
の
協
定
締
結
後
に
は
一
層
の
空
家
解

消
の
推
進
を
要
望
す
る
。

《
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
公
有
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
現

在
ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
民
間
活
力
の
導
入
に
向
け
た
取
組
は
。

●
答
弁　

廃
園
と
な
っ
た
高
鷲
北
幼
稚
園
跡

地
に
つ
い
て
、
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
の
運
動
が

で
き
る
広
場
整
備
を
進
め
て
い
る
。
基
本
方

針
の
策
定
を
行
い
、
こ
れ
に
基
づ
く
全
庁
的

な
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、恵
我
之
荘
、丹
比
、

西
浦
東
の
各
幼
稚
園
の
本
年
度
末
の
廃
園
に

伴
う
跡
地
を
は
じ
め
、
公
有
地
の
利
活
用
の

検
討
を
行
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
広
域

幹
線
道
路
同
士
の
交
差
点
等
の
特
に
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
い
地
域
に
お
い
て
、
大
規
模
集

客
施
設
の
立
地
を
可
能
と
す
る
た
め
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
一
部
改
定
や
市
独

自
の
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
地
区
計
画

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
。
今
後
も
、
企
業

誘
致
に
向
け
た
環
境
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　
公
共
施
設
跡
地
利
活
用
基
本
方
針

の
策
定
後
に
は
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
も

民
間
で
の
活
用
を
含
め
た
利
活
用
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
積
極
的

な
民
間
活
力
の
導
入
の
促
進
、
ま
た
、
交
付

金
に
つ
い
て
も
最
大
限
有
効
活
用
し
、
民
間

活
力
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
を
要
望

す
る
。
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南
　
玲
（
日
本
共
産
党
）

《
性
の
多
様
性
と
自
治
体
の
取
組
に
つ
い
て
》

●
質
問　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
方
は
様
々
な
場
面
で
多
く
の
困
難

や
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
①
問
題
や
悩
み
に

つ
い
て
、相
談
で
き
る
市
の
窓
口
は
あ
る
か
。

②
大
阪
府
内
で
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

に
ど
れ
だ
け
取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
。ま
た
、

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

●
答
弁　

①
当
市
で
は
性
的
指
向
や
性
自
認

に
つ
い
て
専
門
の
相
談
窓
口
は
な
い
が
、
人

権
相
談
な
ど
を
毎
月
開
設
し
て
い
る
。
②
大

阪
府
は
令
和
２
年
１
月
22
日
よ
り
大
阪
府
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
証
明
制
度
を
実
施
。

令
和
３
年
４
月
１
日
時
点
で
大
阪
市
、
堺
市
、

枚
方
市
、
交
野
市
、
大
東
市
、
富
田
林
市
、
貝

塚
市
が
同
様
の
制
度
を
実
施
。
当
市
は
制
度

を
導
入
し
た
自
治
体
や
近
隣
市
町
村
の
情
報

を
収
集
し
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

●
質
問　
松
原
市
の
よ
う
に
当
市
で
も
大
阪

府
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
活
用
し
、

市
営
住
宅
へ
の
入
居
は
可
能
か
。
ま
た
、
制

度
を
活
用
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
今
後

活
用
し
て
い
く
考
え
は
。

●
答
弁　

大
阪
府
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
を
活
用
し
た
市
営
住
宅
の
入
居
は
現
在
の

と
こ
ろ
不
可
。
今
後
、
制
度
を
活
用
し
て
い

る
市
町
の
情
報
収
集
に
努
め
る
。

●
要
望　
当
市
で
も
性
の
多
様
性
に
つ
い
て

相
談
で
き
る
専
門
の
窓
口
を
設
け
、
よ
り
一

層
理
解
を
深
め
る
た
め
の
取
組
に
努
め
る
よ

う
要
望
。
ま
た
、
大
阪
府
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
当
市
で

も
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
前
向
き
に
取
り

組
む
よ
う
強
く
要
望
。

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
と  

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
接
種
対
象
者
と
ワ
ク
チ
ン
確
保

の
状
況
は
。
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
、
実
施
計
画

と
体
制
は
。
１
、２
回
目
が
未
接
種
の
方
へ
の

対
応
は
。
②
大
阪
府
内
で
保
健
所
を
擁
さ
ず

独
自
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

の
数
と
実
施
体
制
は
。
ま
た
、
市
民
の
命
を

一
番
身
近
で
守
る
自
治
体
と
し
て
、
検
査
の

実
施
に
つ
い
て
改
め
て
市
の
考
え
を
問
う
。

●
答
弁　

①
２
回
目
接
種
を
終
了
し
た
18
歳

以
上
の
方
が
対
象
で
、
３
月
末
ま
で
の
配
分

と
し
て
４
2
︐5
4
0
人
分
の
ワ
ク
チ
ン
を

確
保
。
不
足
分
に
つ
い
て
は
国
、
府
に
対
し

て
安
定
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
配
分
を
要
望
し
つ

つ
接
種
体
制
を
構
築
。
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
と

武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
製
を
使
用
。
医
療
従
事

者
を
先
行
し
、
基
本
的
に
は
８
か
月
を
経
過

し
た
方
か
ら
順
次
接
種
予
定
。
集
団
接
種
会

場
は
市
役
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
陵
南
の

森
総
合
セ
ン
タ
ー
の
２
か
所
。
個
別
接
種
は

市
内
46
の
医
療
機
関
で
実
施
予
定
。
１
、２

回
目
未
接
種
の
方
も
、
３
回
目
の
接
種
体
制

の
中
で
接
種
で
き
る
よ
う
調
整
中
。
②
近
隣

の
藤
井
寺
市
を
含
め
３
市
で
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方
は
無
料
も
し
く
は
安
く
受
け
ら
れ

る
。
当
市
で
は
独
自
で
の
検
査
実
施
予
定
は

な
い
。

●
要
望　
市
民
の
大
半
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
以

外
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
な
い
た
め
不

安
が
大
き
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
市
民
の
不

安
を
解
消
し
つ
つ
、
安
全
か
つ
迅
速
に
接
種

を
進
め
る
よ
う
要
望
。
ま
た
、
市
独
自
で
社

会
的
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
て
感
染
防
止
に

努
め
る
と
と
も
に
、
医
療
崩
壊
に
つ
な
が
ら

な
い
よ
う
保
健
所
体
制
の
強
化
と
医
療
体
制

の
充
実
を
国
や
府
に
強
く
求
め
る
よ
う
要
望
。
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副
委
員
長
　
田
仲
基
一

（
自
由
民
主
党
・
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受
け
た

２
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

一
度
定
年
退
職
し
、
す
で
に
退
職
手
当
を
支
給

さ
れ
て
い
る
任
期
付
職
員
に
、
再
び
退
職
手
当
を

支
給
す
る
の
は
納
得
で
き
ず
、
市
民
か
ら
も
理
解

が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
な
ど
と
し
て
反
対

と
す
る
者
１
名
。
一
方
、
こ
の
条
例
案
は
３
月
議

会
で
議
決
し
た
議
案
を
補
正
す
る
も
の
で
あ
り
、

国
で
定
め
ら
れ
て
い
る
法
律
と
の
整
合
性
を
図
る

と
い
う
観
点
か
ら
対
応
し
た
も
の
で
、
何
ら
問
題

な
い
、
な
ど
と
し
て
賛
成
と
す
る
者
３
名
の
、
賛

成
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
３
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
13
号
）】

　

向
野
こ
ど
も
園
清
掃
業
務
委
託
に
つ
い
て
質
の

確
保
へ
の
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
中
学
校
の

調
理
業
務
等
委
託
料
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
の
確
保
等
、
必
要
で
重
要
な
補

正
予
算
で
あ
り
、
特
に
問
題
と
な
る
点
は
な
い
と

し
て
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
百
谷
孝
浩
（
大
阪
維
新
の
会
）

　

民
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け
た
１

件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
敬
老
祝
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
】

　

高
齢
者
が
増
え
て
い
く
中
で
、
条
例
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
条
例
の

廃
止
に
つ
い
て
は
、
長
寿
を
喜
び
、
皆
と
祝
う
と

い
っ
た
敬
老
精
神
が
根
底
に
な
い
と
、
行
政
と
市

民
の
間
の
共
通
項
が
生
ま
れ
て
こ
な
い
。
ま
た
敬

老
を
祝
う
事
業
を
市
と
し
て
市
民
の
意
見
を
聞
く

と
い
う
こ
と
を
し
て
い
な
い
、
な
ど
と
し
て
反
対

と
す
る
者
２
名
。
一
方
、
今
後
迫
り
く
る
高
齢
化

社
会
に
向
け
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強

化
な
ど
の
事
業
を
し
っ
か
り
行
い
、
高
齢
者
を
支

え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
よ
り
強
固
に
し
て
い
く
と

い
う
観
点
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
個
人

給
付
か
ら
全
体
へ
と
行
き
渡
る
よ
う
事
業
転
換
し
、

よ
り
大
き
な
力
に
し
て
い
く
と
い
う
決
意
の
も
と

で
進
め
て
い
く
こ
と
を
要
望
し
賛
成
と
す
る
者
３

名
の
、
賛
成
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
産
業
常
任
委
員
会

　

   

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
日
程

　

第
１
回
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら
で
す
。

２
月
24
日
㈭　

本
会
議
（
提
案
説
明
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
政
方
針
表
明
）

３
月
３
日
㈭　

本
会
議
（
施
政
方
針
代
表
質
疑
）

３
月
９
日
㈬　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
10
日
㈭　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
11
日
㈮　

本
会
議
（
一
般
質
問
）
予
備
日

（
午
後
2
時
～
）

３
月
14
日
㈪　

本
会
議
（
議
案
審
議
）

３
月
15
日
㈫　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

３
月
16
日
㈬　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
予
備
日

（
午
後
2
時
～
）

３
月
22
日
㈫　

民
生
産
業
常
任
委
員
会

３
月
24
日
㈭　

民
生
産
業
常
任
委
員
会
予
備
日

３
月
25
日
㈮　

建
設
企
業
常
任
委
員
会

３
月
30
日
㈬　

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
等
の
都
合
に
よ
り

一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

２
月
号
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、
令
和
３
年
第
４
回

定
例
会
の
報
告
で
す
。
11
名
の
議
員
が
行
っ
た
一
般
質

問
の
内
容
及
び
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
民
生
産
業
常

任
委
員
会
の
審
査
内
容
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第
４
回
定
例
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
に
関
す
る
質
問
等
が
あ
り
ま

し
た
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
国
、
府
、

市
が
発
出
す
る
情
報
や
要
請
等
に
基
づ
き
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
等
の
感
染
症
予
防
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
会
議
の
様
子
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
羽
曳

野
市
議
会
の
タ
ブ
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
羽

曳
野
市
議
会
録
画
映
像
配
信
を
選
ん
で
い
た
だ
く
と
ご

視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。
そ
の
他
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
も
視
聴

し
て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
委
員
一
同
、
わ
か
り
や
す
い
「
市
議

会
だ
よ
り
」
の
編
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

  

金
銅 

宏
親　
　
外
園 

康
裕　
　
沼
元 

彩
佳

  

大
坪 

正
尚　
　
南       

玲　
　
黒
川　

 

実

  

樽󠄀
井 

佳
代
子




